
甲州武者のぼり、鯉のぼりは南アルプス市（旧
甲西町）が主な産地。起源は江戸時代末期、その
技法は後世に変わることなく受け継がれ、下絵も
又、当時からのものを使用している。
制作は糊作りから始まり、布の精錬、下絵写し、
糊置き、豆汁の塗布、染付、色止め、水洗い、乾
燥、仕立てから完成へと全１１段階、全て手作業
で行われる。特に、染付の作業は、一気に行うた
め、深夜にまで及ぶこともある。
こうした工程を経て、丹念につくられた幟は５月、
元気いっぱいに青空を舞い上がる。その姿は、ま
さに子供たちの明るい将来と健康を象徴している
かのようだ。
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フォーラム 毎号ひとつのテーマをめぐっての競作エッセイ

身近な話題、生活用具を主人公にユニークな視点あれこれ

市町村合併が大詰めを迎えている。しかし、合併
で誕生する新しい自治体の名前にはセンスのない、
妥協の産物としか言い様のないものが多い。
「甲斐市」「甲州市」などは意味するものは「甲府市」
と変わらない。
「北杜市」などは「八ヶ岳市」で良かったと思う。だ
が、筆者には勝手な腹案があった。それは「銀河市」
である。新市のキャッチフレーズは「日本で一番星が
美しい市」。だから銀河市である。宮沢賢治の「銀河
鉄道の夜」をイメージしてもいい。実際に、八ヶ岳の
麓は星が降るように美しく、銀河を観光の目玉にすれ
ばよいのだ。それに土地からではなく、夜空を新市
の名前にした例は世界中にないはずだ。
塩山・大和・勝沼の新市は「一葉市」で決まりであ

る。樋口一葉の故郷は塩山市上萩原。今年は一葉が
五千円札の肖像に登場した年でもある。何よりも、
一葉という女流文学者を新市に命名することには意
義があろう。日本国中で人の名前が市名になってい
る例も、これまたない。「一葉市」。高貴な響きさえ
する。

ところで以下は秘話である。「南アルプス市」は全
国初のカタカナ市名であった。しかし、ことここに至
るまでには「こまの市」など巨摩に因んだ名称が取り
沙汰された。ある時、私はこの合併を推進してきたリ
ーダーのＫ氏にこう働きかけた。
「新市の名前は南アルプス市だよ。これなら日本国
中でどこにあるかすぐに分かる。カタカナの市名はな
いから珍しくてパブリシティ効果は十分にある。ここ
で名付けなければ、長野県のどこかにとられちゃう
よ」
Ｋ氏は、最初考え込んでいたが、ハタと手を打っ

た。あらゆることを考慮に入れたらそれが一番だと同
調してくれたのだった。それからＫ氏は、周辺に様々
に働きかけた。その結果、全国にブレークした「南ア
ルプス市」が誕生したのだった。
Ｋ氏は今も言う。「お陰で数百億円の宣伝効果があっ
た。新市の命名者のあなたに敬意を表したい」。
しかし、カタカナ市名は住民にも市の幹部にも一
大決心であったろう。その一大決心が南アルプス市
という名前をメジャーにしたのである。

「南アルプス市」誕生 江宮隆之

これまでの人生で、一大決心の場面なんて、一体
私にはあったのだろうか。幸か不幸か、答えは、ない、
と言わざるを得ない。
たとえば結婚。これとて一大決心の心境ではなかっ

た。ごく自然の成り行きだ。
結婚なんて生涯絶対にしない、と決意していたな

らば、これはもう立派な一大決心ではあったのだが。
つまり世間の常識を実行するのではおよそ一大決

心とまではいかないのだ。一大決心と言うからには、
並の行為ぐらいではだめである。
もちろん個人差はある。他人から見ればどうという
ほどのことでもないのに本人にとってはそれこそ一
大決心ということもある。
これまでのわが人生で、一大決心がまるでないの

も、平凡な人生を象徴しているようで情けない。
「一大」を取り除いて、単に「決心」ぐらいではどうだ
ろうか。これならたくさんありそうだ。
まっ先に浮かぶのは、若かりし頃、北海道へ、九

州へと、サイクリングで縦走しようと決心したことだ。
いざ出発してしまえば、案ずるほどのこともなしの快

走の日々だった。
貯めていた結婚資金を1ヶ月近いヨーロッパ旅行の

費用に切り替えてしまったときにも決心はいった。1
年後に控えていた結婚が破談にでもなっていたのな
らいざ知らず、結局、結婚費用のほうを借金で工面
したのだが、なぜヨーロッパ旅行のほうで借金をしな
かったのか、われながら今もって謎である。
冬山を始めたときにもそれなりに決心はいった。

が、これとても一大決心にはほど遠い。
何事もそうであるように決心するまでが大変だ。余

計な心配をしたり、自信を失いかけたり、思い止まる
ようにと慎重派小心派の友人や家族から反対された
り、つまり決心に付き物の厄介物を払いのけなけれ
ば決心には至らない。
一大決心とは、悩み苦しんだ大きさ、このために放

出した深刻エネルギーの量、加えて、それらのことが
その後の人生にどのくらい左右するかの度合いを掛
けたものである。
一方、日々凡々の人生でも、その過程では無数の微

小、中小なる決心の集積で成り立っていると言えるのだ。

いまだ一大決心訪れず 古屋久昭

一
大
決
心
・
一
念
発
起
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江宮隆之■
えみや・たかゆき
増穂町生まれ。中央大
学卒。歴史文学賞、中
村星湖文学賞受賞。著
書に『白磁の人』『武田
勝頼　花の歳月』『女た
ちの新選組　花期花
会』など多数。新刊：
「母人形」（河出書房新
社）、「直江兼続」（学研
M文庫）
小説「白磁の人」は映画
制作委員会が作られた

古屋久昭■
１９４３年御坂町生まれ　
日本現代詩人会会員 日
本現代詩歌文学館評議
員　詩集に「落日採集」
ほか。童謡集に「虫らし
く花らしく」 エッセー
集等

岩崎正吾■
１９４４年甲府市生まれ　
作家　山梨ふるさと文
庫代表　現在 １冊で
も本のつくれるオンデ
マンド印刷機を山梨に
導入しようと奮闘中
また　インターネット上
で作家　出版活動をし
ようと模索中　今春
新作ミステリー『探偵の
冬』が刊行され　同時
に『探偵の秋』が文庫化
される

佐藤眞佐美■
１９３９年北海道生まれ　
日本児童文学者協会
日本洞窟学協会会員
著書に『怪奇！大東京
妖怪ゾーン』（ポプラ社）
『文ちゃんのはるかな知
床』（北海道新聞社）近
著に『シレットフのシル
バー』（草炎社）『山梨の
童話』（リブリオ出版）など

「一念発起」という題をもらい、つらつらと考えたの
である。自分には過去に「一念発起」したことがあっ
たのだろうか。いつ、どのようなことで、そういう精神
状態になったのだろうか。一生懸命考えたが、まるで、
さっぱり、思い浮かばない。
どうやら、わたしは生まれてから、一度も「一念発

起」したことがないようだ。ひとつも思いつかないの
だから、そう思うしかないのだ。これは困ったことだ。
「一念発起」したことのない人間が、そのような原稿を
書けるわけがない。
なぜ、わたしは生まれてから一度も「一念発起」し

たことがないのか。その理由なら、おぼろげながら見
当がつく。わたしは意志が弱い。そのことをよく自覚
している。だから、どう「一念発起」したところで、そ
の目標たることがやりとげられるわけがない。その自
己意識があるから、最初から「一念発起」を放棄して
いるのだ。つまり、無駄なことはやらないということだ。
話は突然変わるようだが、二年ほど前にタバコを

やめた。一日四、五十本吸っていて、原稿を書く仕
事とタバコは切っても切れないと思う人が多いとみ

え、会う人、会う人に感心された。「よくやめられまし
たね」「一念発起したんですね」…。
ところがわたしには、そのような意思的な努力をし

た覚えはまるでない。要するに、タバコを吸う体力が
なくなってしまったのだ。「今日も元気だ。タバコがう
まい」という言葉は真実で、健康でなくなるとタバコ
はうまくなくなる。うまくもないものを吸い続けても仕
方がない。
その日、その時、突然、タバコがまずくなり、「やあ

めた」と心の中で叫んだら、もう吸いたくなくなった。
だから、やはり、意思的ではないのである。意思が
弱くて、一念発起したことがないというと、よほど出
来損ないの人間のように思われるかもしれない。だ
から最後に弁明しておくと、意思は弱いが感情のお
もむくままに生きることは得意だ。巌のような意思は
なくとも、小川のような感情の流れがあったから、わ
たしはここまで生きられたのだろう。

「一念発起」なんてしたことがない 岩崎正吾

津軽選挙、茨城選挙、甲州選挙は、全国のワースト
３だとか。青島幸男氏が衆議院議員に当選したとき、
山梨で青島方式はどうかと話題になった。０３年４月
の統一地方選に「センセ、無投票阻止のために出て
くりょ。応援するよ」「どちらさまですか」「名前はちょっ
と……」という電話が複数。一大決心とまではいか
ないまでも、甲州選挙に風穴を穿

うが

つには頃合の実験
台だと友人に乗せられ、無謀な冒険に挑んだ時は、
気が狂っていたのかもしれない。
親戚も同級生もゼロ、地縁、血縁いうに及ばず、金
縁まったくなし。そのうえ選挙運動は一切しないが謳
い文句。妻や子どもは反対。地域の推薦をお願いし
たところ「家族が反対しているのに推薦できるか」と
一蹴。運動期間は５日間。「その間、ハワイにでも滞在
ですか」などと知人が薄ら笑い。
教え子たち１０人あまりに集まってもらい、法定の

無料はがき７０枚の宛名書きをボランティアで頼む。
彼らの同級生名簿を頼りに、町内在住の２０代、３０代
ばかりに発送。ポスターは３０万円かかるという。パ
ソコンでデザインした図案を１枚６０円のカラーコピー

で８０枚刷る。告示の朝、掲示板にポスターが一斉に
張られ、私の番号のところだけ空白。「それも戦略で
すか」などと電話がかかってくる。教え子たちが仕事
を終わってから張りに出てくれた。
選挙戦最終日、「先生の名前があるようだけど、声

が全然聞こえない。真剣にやるきはあるのか」と別の
教え子から。少しは声をあげろと有力友人からも。
選挙カーを用意すると６０万円とか。知り合いの電気
屋さんから２千円でハンドマイクを借り、愛犬マドレー
ヌの首に運動員の腕章を吊し、「新しい町造りにご協
力を」と町内を１時間あまり散歩。
翌日、生まれて初めて選挙にいったという４０人あ

まりがわが家に集まって、開票結果を待つ。
第１回発表ゼロ、２回目もゼロ、深夜０時、３回発表

でやっと１００票。「そろそろ着替えて」と妻が落選の準
備を促す。着物に袖を通しているとゴーと歓声。尻
から２番目で当選。費用はしめて１２万円。新聞記者
がやってきて、「若者ばかりで賑やかですね」。山梨
にも、新しい風が吹き始めたのかな。

マドレーヌと共に 佐藤眞佐美
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早野 かえで養護学校の校歌は「フ
レンズ」で、「いま私は　風の中にい
て　青い空と 話をしたよ　杜の木
洩れ陽　楽しく歌ったら 楓のはっ
ぱが　ダンスしてた　友達っていい
もんだね」と、始まります。
開校は平成１３年４月ですね。早野

組とはご近所ですから、子供たちと
はよく出会います。明るく、元気で
すね。
山本 地域に恵まれ、また、学校も
広く、児童生徒の障害にふさわしく設
計されていますから、教育環境は素
晴らしいですね。児童生徒数は１２９
名。児童生徒３人に１人の割合で教
師が担当しています。
自分の言葉で気持を伝えたり、感

情や、身体をコントロールすることが難
しい児童生徒ですが、可能性を開き、
育成していくことが教育目標です。
早野 児童生徒３人に教師１人とい
うのは、密接な関係ですね。望まし
い教育ができるでしょうね。
山本 一人ひとりの状態に添った教
育、一人ひとりに応じた教育ができ
ます。個性も、持ち味も生かせ、伸
ばすことができます。
早野 教育は、いま、問題が多く、
不登校や、保健室登校も増加してい
ますね。
山本 学校教育といいますと、どう
しても学校の中だけで教育してしま
います。しかし、将来、社会で自立
していくためには、地域との交流も
必要です。
早野 地域も「大きな学校」といえる
でしょう。多くの人たちとの交流で、

人間性も豊かになり、社会性も養わ
れていくことでしょう。
かえで養護学校には、いわゆる塀

がありませんね。明るく、隔たりの
ない構造になっています。体操をし
たり、農作業をしている楽しそうな
光景に、ふと、足を止めることがあ
ります。
山本 ぶどうの栽培を見学しにもい
きます。染色や、工芸にも取り組み
ます。ご近所へ、買い物にも出かけ
ます。「開かれた学校」は、教育方針
のひとつです。
保護者の方にも、地域の方にも、

いつでもいらしていただけます。大
きな地域の力で、育てて頂きたいで
すね。
早野 養護学校の教師をされて、何
年になられますか。
山本 新任は中学校の音楽教師で、
２年目から新設の養護学校に赴任す
ることになりました。３０年ほど前の
ことになります。
早野 不安だったでしょうね。
山本 研修にいきましたが、もとよ
り、初めて出会う児童生徒達です。
その時に、１人が立ち上がり、「先生」
と呼びかけられました。「別れること
はつらいけど」と、当時の流行歌で
あった「星影のワルツ」を歌い出した
のです。それは、上手というのでは
なく、しかし、全身で、精一杯に、表
現するのです。
若い音楽教師としては、クラシック

しか知りません。「星影のワルツ」と
いう曲であったことも、知ったのは、
後日です。しかし、このとき、表現に
こめられたものを感じとることがで
きたのです。とても、心を打たれた
のです。

早野 表現に託したものの大きさで
しょうか。出会いというのでしょうか、
凡人ではなく、先生でなければ共有
することができなかった感性でしょう。
山本 音楽の意味について考えさせ
られた体験でした。そのとき、不安
は、意欲に変わりました。
早野 音楽療法への関心も、この頃
のことですか。その頃は、まだまだ知
られることのない分野でしたでしょう。
山本 当時は、まだ、精神科医の範
疇でした。
早野 それを、児童生徒達との音楽
活動として、また、教育として実践さ
れていかれました。

早野 音楽療法というのは、どのよ
うなものなのでしょう。
山本 基本は、対象者に合わせると
いうことです。教育というのは、学
習をとおして、引き上げることが目
指されがちです。また、出来たか、
出来ないか、絶えず評価がつきまと
います。
ところが、音楽療法は、対象者の

側に立ち、対象者にとっての意味を
探ります。たとえば、知的障害の児
童生徒にとって、音楽とはなにかを
問うことからはじめなければなりま
せん。
早野 児童生徒は、どんな音楽が好
きでしょう。
山本 リズムや、歌詞のイントネーショ
ンなどに、まず、関心を寄せます。
クラシックから、ラテン、ジャズ、ロッ
クと、音楽は多様ですが、リズムの
あるものに反応します。学習をして
歌を歌う、楽器を演奏するというだ

4

対　　談 山梨21

ゲスト

山本
やまもと

久美子
く み こ

さん
山梨音楽療法研究会会長　日本音楽療法学会認定音楽療法士　
山梨県立かえで養護学校教諭　山の都ふれあいコンサート実行委員会事務局長

ホスト

早
はや

野
の

潔
きよし

早野組社長

早野　潔 山本久美子　さん

一人ひとりの可能性
みんな学校が大好き

成果や、評価だけでなく
寄り添う教育の大切さ

「寄り添う」教育
福祉と地域社会
音楽療法への取り組み
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みがえらせたりもします。
早野 なによりも、つらい訓練という
のではなく、楽しくリハビリができま
すね。遊びや、ゲーム感覚ですね。
山本 音楽は、脈拍や、呼吸と一致
しています。したがって、誰もが親
しめる音楽というのがあります。ま
ず、初めは普遍的な音楽を、それか
ら、その人、その人の好みを知り、
選曲していくことでしょう。
早野 やはり、人に寄り添う、とい
うことが基本なのですね。寄り添う
ことによって、見えてくること、なす
べきこともわかってくるのですね。
山本 障害をもつ高齢者にせよ、児
童生徒にせよ、一人ひとりにとって
の望ましい接し方というものがあり
ます。たとえば、声をかけるときで
も、耳元のどの辺で、どのように声
をかけるのがよいのかを知ることで
す。接する態度も、同じことです。

どなたに対しても、人間としての
尊厳をもって接し、倫理をもち、洞
察力を養わなければなりません。

早野 これはまた、たくさんの楽器
をお持ち頂きましたね。手作りの楽
器もたくさんあります。
これは空き缶と竹と釣り糸を素

材にして、よく工夫されていますね。
山本 缶詰ハープと名前を付けまし
た。こうして釣り糸を引っ掻くと、音
が出ます。引っ掻くというのは、人
にとって初期感覚です。動作によっ
て、音が変わっていきます。音を出
そうとすることで、おのずと、動作が
伴ってくるのですね。
早野 音を求めることで、機能を回
復させたり、積極的になるのでしょ
うか。

山本 これはゴムをホチキスで止め
ただけのものですが、自然の音が出
ます。音というのは、微妙で、また、
影響力をもっています。音を聞くこ
とで神妙になったり、発作を起こし
たりと、反応もいろいろです。
早野 この海が描かれた円形の楽
器は何でしょう。中にはたくさんの
粒子が入っています。
山本 両手に持って、傾けますと、
さて何の音でしょう。波の音が聞こ
えてきますね。これは、オーシャンド
ラムといいます。手の動きで、波の
音も強く、弱くと、さまざまに変化し
ます。また、波の形も、さまざまに変
化します。
音というのは、目で見ることがで

きるのです。聞く感覚と、見る感覚
と、どちらかが優位です。目が使え
なくなると耳が、耳が聞こえなくなる
と目が冴えてきます。校歌を歌うとき

けでなく、気持ちが発散され、自然
に身体が動き出します。
児童生徒の求めている音楽を探

るべく、おのずと、教材の研究や、
開発にも専念することになります。
わたし自身の音楽観も広がっていき
ました。
早野 一人ひとりの児童生徒によって
も、音楽の感受性は違うのでしょう。
山本 学ぶことは多いのです。ある
肢体不自由の児童は、目や耳で刺激
が入らないものですから、絶えず身
体を動かし、身体に刺激を入れてい
るという状態でした。あるとき、身体
がぴたっと、止まったのです。どう
したのかと、わたしも同じように目を
閉じましたら、遠くから鐘の音が聞
こえてきたのです。
ああ、音を聞くというのは、すべ

ての動きを止めることなのだな、こ
の児童にとって聞くというのは、こう
いうことだったのだ、と知らされまし
た。児童と寄り添うとは、こういうこ
となのだな、とも実感しました。
早野 常識を常識ととらえずに、児
童生徒の側に立ち、意味を深めてい
くのですね。

山本 筋ジストロフィーで、寝たきり
の児童がいました。あるとき、ピアノ
を演奏したとき、その児童は、曲が
終わり、周りが騒がしくなっても、静
かにしていました。ピアノの演奏は、
曲を弾き、鍵盤から手が離れると、
演奏の終わりの合図になります。
しかし、ピアノの音は、じつは、鍵
盤ではなく、踏んでいるペタルを
徐々に離していって、消えます。そ
の児童は、わたしがペタルを離した
ときに、目を開けました。音というの
は無から始まり、無に帰っていくの
ですが、その児童は、音が無に帰っ
ていくその一瞬のときを、じつに豊
かに聞いていたのですね。
早野 音を大切に、しかも、味わい
深く聞き取っていたのですね。先生
と児童生徒との素晴らしい関係も、
目に浮かんできます。

早野 長年の音楽療法の経験を生
かされ、一昨年、山梨音楽療法研究
会を発足させ、会長をなさっていま
す。音楽療法という言葉も普及し、

関心も集まっていますが、どのよう
な活動をされていますか。
山本 全国的には日本音楽療法学
会があります。音楽を教育や障害の
改善、福祉に活用できないか、とい
う時代の要請もあります。ひとつは、
音楽療法の啓蒙です。もうひとつは、
音楽療法士の育成です。
会員は、現在７０名。学会認定の

音楽療法士も１０名ほどいて、病院、
高齢者施設、児童施設などで貢献し
ています。
早野 早野グループには、在宅介護
のヒューマンケアサービスを目指す
「やさしい手甲府」があり、音楽療法
も導入しています。
山本 一般の関心も高まってきまし
たね。音楽療法の講座を開きますと、
音楽療法を勉強したいという方、音
楽療法を家庭でやってみたいという
方、また、音楽療法を受けたいとい
う方などがご参加されます。
早野 音楽療法の今日のポジション
と、期待とがわかります。
山本 たとえば、お手玉を使った音
楽療法があります。高齢者で、手が
ご不自由な方は、お手玉を受け取る
ことはできても、返すことができま
せん。しかし、音楽、ことに、昔の音
楽を流しながらリハビリをしますと、
おのずと音楽に動作が引き出され、
効果があります。
早野 諦めずに、積極的にもなるで
しょうね。音楽が、身体の機能を呼
び覚ますのでしょうか。
山本 歌を歌うこともよいでしょう。
歌は呼吸法ですから、息の浅い高齢
者も、歌を歌うことで、深い息を促
すことができます。また、曲名を思
い出したり、歌にまつわる記憶をよ

音を聞く、音を目で見る
創意工夫の、手作り楽器

高齢者と楽しいリハビリ
可能性を開く音楽療法

オーシャンドラムと手作り楽器の缶詰ハープなど
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も、このオーシャンドラムを使います。
早野 こころが落ち着いてきます
ね。たくさんの手作り楽器が加わっ
て、オーケストラになりますね。
山本 ほかの楽器と比べて、自然に
近い音です。雑音にならないのです
ね。これを頭上にあげて、下から覗
いて、海の底にいる感覚に浸る児童
もいます。
わたしも、同じように真似をして

みました。すると、海のなかにいる
ような、自然のなかで、いま、生ま
れ出たような、生命に目覚めるよう
な感覚でした。

早野 この楽器は、トライアングルに
似た響きですね。
山本 エナジーチャイムといいます。
波長は、さらに長いです。給食時間
の後、走って踊っている児童も、静
かに聞いてくれます。ご家庭でもよ
いのではないでしょうか。

たとえば夫婦でいさかいをしてい
るときなども、これを聞くと、もう言
葉はいらない、分かり合おう、とい
う安らかな気分になることでしょう。
早野 感情と音楽は密接な関わり
があるのですね。感情と同じ性質の
音楽を聴くと、安心するのでしょう
か。音楽療法は、家庭や、身近な暮
らしにも採り入れられますね。
山本 予防医学としても注目されて
います。たとえば、家族との死別で
絶望しているとき、突然の悲しい出
来事で自分を見失っているとき、ま
た、病気や怪我の痛みを緩和するな
ど、音楽は効用があります。
早野 こうして音楽療法の楽器を拝
見しますと、既成の教材というもの
はないですね。それだけ一人ひとり
の児童生徒に寄り添い、ご熱心に研
究されているのですね。
山本 児童生徒は、一生懸命です。
教師次第です。まず、モチベーショ
ン、動機付けができなければならな
いでしょうね。どんなことに関心を

もってくれるのか、反応してくれるの
かと、目を離すことができません。
かえで養護学校の自慢は、児童生

徒の誰もが、学校を大好きだという
ことです。そして、友達が大好きで
す。気分は、ファミリア、家族です。
早野 これは、今日の教育問題に関
わることでしょう。
先生は、「山の都ふれあいコンサ

ート」の実行委員会事務局長もされ
ています。音楽療法の成果でもあり、
注目されています。
山本 詩や曲を募集し、選ばれた曲
を発表します。また、養護学校、特
殊学級の児童生徒と保護者、それに
一般の方も加わって創作ミュージカ
ルを発表します。月１回、音楽活動
の集いをし、年１回、県民文化ホー
ルで出演者、ボランティアを含めて
総勢２００名の手作りコンサートです。
早野 音楽をとおして会話をする、
音楽で、共有するのですね。明日を
生きる力ですね。

［構成：三神　弘］

平成１３年４月、甲府市東光寺に保護者の熱い期待と希望を背景
に開校されました。
小学部・中学部・高等部があり、現在１２９名の児童生徒が緑豊か

な自然環境と最新の施設設備の中で、行き届いた指導のもと生き
生きと学校生活をおくっています。
その中で交流教育は、人とのふれあいを通じて、子ども達の心身

ともに健康で個性の生かせる大切な教育として実践しています。

地域との交流で芽ばえる心の教育

山梨県立かえで養護学校

音楽を共有する舞台
ふれあいコンサート

校舎

ヴァンフォーレ甲府の選手とイェイ！！ 山の都ふれあいコンサートフィナーレ 真剣な目つきでぶどう狩り

私の詩が歌になったよ 里垣小学校のお友だちと紙のプールで 近くの児童公園を老人クラブの方と清掃

大正琴っておもしろいね 東中学校の生徒さんと交流 農園で作った野菜「買って下さい」
「やさしい手甲府」の鷹野啓司さん（左）、雨宮勝さんもご参加



３月のダイヤ改正でブルートレインの
寝台特急元祖「あさかぜ」（東京─下
関）と、「さくら」（東京─長崎）が姿を
消した。「あさかぜ」は昭和３１年に東
京と九州を結ぶ戦後初の寝台特急と
してデビュー、青色の斬新な車体か
ら「ブルートレイン」と呼ばれ、豪華な
鉄道旅行の代名詞として、「動くホテ
ル」とも呼ばれた。「さくら」と「あさかぜ」
が半世紀近い歴史に幕を下ろすこと
になったのは、新幹線と航空機に押
され乗客率が低迷したからだという。
中部国際空港（セントレア空港）が

開港した２月１７日、私は中国と北朝
鮮の国境踏査のため、韓国の仁川
国際空港から中国の瀋陽国際空港
に向かった。日本から韓国への航空
便は相変わらずの「韓流ブーム」の
影響で、航空各社とも予約で満員の
状況であった。成田から航空機を
利用して海外に行く利用客の多さに
驚いたが、同じような状況は韓国の
仁川空港や中国の瀋陽空港でも目
撃した。仁川から瀋陽までの飛行時
間は約２時間であるが、時差が１時
間あるので午前９時３０分に仁川を
離陸した飛行機が、瀋陽に着陸した
のは午前１１時３０分ではなく、現地
時間の１０時３０分前後。この間に食
事をしたり、入国書類を書いたりと、
実にあわただしい滞在時間である
が、それにしても日本から韓国経由
ではあるが、中国までの道のりが近
くなったと、乗るたびに感じている。
成田から瀋陽には直行便も飛んで
いるので、甲府から瀋陽を経由して
目的地の中国国境地帯までは、一日
で行けるようになった。一年に数回
は海外に出ているが、甲府から最寄
りの空港までのアクセスの便利さ
に、感謝している。そしていつもし
みじみと実感するのが「道の駅」、
「空の駅」という言葉である。
「駅」といえばすぐに思い出すのが
「鉄道の駅」である。たしかに国語辞典

には「①汽車・電車などが停車し、旅
客の乗降、貨物の輸送を取り扱う場
所。また、その建物。停車場」とあるが、
もう一つ「②律令制で、街道に設けら
れ、宿泊施設・馬・舟・人夫その他を
供給した場所」という意味もある。
「道の駅」とは地域の創意工夫によ
り、道路利用者に快適な休憩と多様
で質の高いサービスを提供する施設
で、平成３年１０月から４年４月まで山
口・岐阜・栃木県で「道の駅」が実
験され、平成５年２月２３日に「道の駅」
の整備についての要綱が作成され、
同年４月２２日に第一回の登録が行わ
れ、全国に１０３ヵ所の「道の駅」が誕
生した。「道の駅」は平成１６年８月９
日の第２０回の登録で４３ヵ所が追加
され、全国には７８５ヵ所ある（平成１６
年３月３０日に一カ所登録抹消）。「道の
駅」が誕生した背景には、道路利用者
のための「休憩機能」、道路利用者や
地域の方々の「情報発信機能」、さら
には「道の駅」をきっかけに町と町とが
手を結び、活力ある地域づくりを共に
行うための「地域の連帯機能」の３つ
の機能を併せ持つ休憩施設として誕
生したのである。このために「道の駅」
は休憩施設としての利便性、「道の駅」
相互の機能分担の観点から適切な位
置に設置されなければならず、駐車
場・トイレ・電話が２４時間利用可能で
あり、さらには案内人がいて、親切な
情報を提供することが求められる。そ

してなによりも年少者や高齢者、障害
者など様々な人々の使いやすさに配
慮し、景観に配慮し、地域の優れた
景観を損なわないことが条件となる。
一方、「空の駅」という言葉は耳慣

れないが、日本では１９９０年に「一県
一空港」が叫ばれ、地方空港の存在
がクローズアップされるようになってき
た。空港とは「航空機が発着し、旅
客や貨物の乗降が行われる公共用
の飛行場」のことで、空港整備法の
定義により「空港」は３種類に分類さ
れ、名称や位置は政令で定められて
いる。「第一種空港」は、国際航空路
線に必要な飛行場で東京国際空港
（羽田空港）・成田国際空港・中部国
際空港・大阪国際空港（伊丹空港）・
関西国際空港などがある。「第二種空
港」は、主要な国内航空路線に必要
な飛行場で、北海道の新千歳空港や
沖縄の那覇空港などが該当する。「第
三種空港」は、地方的な航空運送を
確保するため必要な飛行場のことで、
沖縄県には粟国空港をはじめ１２の空
港がある。この３つの区分に該当しな
い飛行場は「その他飛行場」と呼ば
れ、自衛隊の設置する飛行場で空港
の機能を果たすものは共用飛行場と
して、空港整備法の対象となる。
日本の国際空港は海外の巨大国
際空港に比べると、規模が小さく、
滑走路も少なく、距離が短いという
欠点もあるが、成田・中部・関空と
比較的市街地から近い距離に中規
模クラスの国際空港があるので、利
用者の利便性については優れてい
るといわれている。新たに開港した
中部国際空港は、成田・関空ばかり
でなくアジア各地の国際空港とも激
しい競争にさらされることになるが、
国内便の多さなどを生かして頑張っ
てほしいものである。「道の駅」「空
の駅」時代が到来している昨今、リ
ニアモーターカーはいつ疾走するの
か、気になるところだ。

「この仕事はどうやっても機械化で
きない、人の手、人の力が大切な仕
事です。それだけにスタッフ一人ひ
とりの心構えや働きはもちろん、こ
れまでに培ってきた経験やノウハウ
も重要なんです」。そう話すのは社
会福祉法人善隣会の廣瀬朱實理事
長。甲府で最も長い歴史を持つ特
別養護老人ホームを運営する理事
長ならではの言葉だ。

家族からの信頼も厚い
経験豊かなスタッフ陣

甲府市和田町の、周りを木々に囲
まれた静かな場所にある特別養護
老人ホーム尚古園には、現在８０人
のお年寄りが入所し、介護サービス
を受けている。入所者にとって施設
はわが家であり、スタッフは家族の
一員ともいえる存在。廣瀬理事長は
「入所者が一日一日を楽しく、いかに
有意義に過ごせるかを、スタッフ一
同心掛けています」と力を込める。
尚古園は昭和５１年開設の長い歴

史を持つ施設だが、そのスタッフも
長い経験を持つ人が多い。現在の
園長や事務長らはすべて現場を経
験している人ばかり。現場のスタッ
フにも十年以上の経験を持つ人が
多く、入所者一人ひとりに応じたき
め細やかなサービスが入所者の家
族からも高い評価を得ている。「親
を安心して任せ、最期まで大切に
見てもらったので、自分がもし
体が不自由になった時にもよ

ろしくお願いします、と言ってくださ
る方もいるんです。うれしい言葉で
すよね」。
尚古園ではまた施設を社会資源

の一つととらえ、施設機能を積極的
に地域社会に提供していこうと、年
間延べ１６００人のボランティアを受
け入れている。閉鎖的になりがちな
施設において、ボランティアは入所者
にとっても地域住民にとっても、互い
に触れ合ういい機会となっている。

地域のニーズに応じた
総合的なサービスを展開

介護保険制度のスタート以来、介

護サービスを提供する企業や法人は
大幅に増えたが、現在は淘汰の時
代に入ってきている。デイサービス
は既に頭打ちの状況ともいわれ、運
営を断念するところも多く出ている。
そんな中で善隣会のようにデイサー
ビスからショートステイ、グループホ
ーム、特別養護施設までサービスを
総合的に提供できるところに対する
支持は高い。しかし利用者のニーズ
は高度化、多様化してきており、経
営という点で厳しい状況になってき
ているのも事実だ。
「今からは施設に大きな資金をか
けず、それでいてニーズに的確にこ
たえられるサービスを提供していく
ことが課題です」と廣瀬理事長。昨
年３月には新たに甲府市緑が丘に小
規模デイサービスを開設し、さらなる
サービスの充実を図った。今後はさ
らに泊まりで預かることができる小
規模多機能のデイサービスを開設し
ていく予定だという。

時代や地域のニーズ
に応じたサービス
を積極的に展
開していく善
隣会は、ます
ます進む高齢
化社会の中で、
より頼もしい存
在となって
いくことだ
ろう。
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トピックス 明日を見つめる話題満載のコーナー

「
空
の
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」
時
代
の
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来

―
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際
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港
）
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に
よ
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空
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間
の
競
争
激
化
―

宮
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利
雄

山
梨
学
院
大
学
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営
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報
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部
教
授

●社会福祉法人　善隣会 ●
１９７５年６月に設立認可を受け、７６年６月特別養
護老人ホーム尚古園の事業を開始。２０００年
２月には介護保険事業者の許可を受け、同
年４月から介護保険事業を開始。特別養
護老人ホームのほか、ショートステイや
デイサービス、グループホームなど福
祉サービスを総合的に提供している。

〒４００-０００１
甲府市和田町２９４８-６
1０１８０-２５３-７２３１・ＦＡＸ０５５-２５３-７２２８
ＵＲＬ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｚｅｎｒｉｎｋａｉ.ｏｒ.ｊｐ

社会福祉法人 善隣会 社会福祉法人 善隣会 
理事長　廣瀬朱實さん



甲府市内でも多くの自然が残る相
川地区。その相川に生息する蛍を
守ろうと、活動を続けているグルー
プがある。「相川地区蛍を守る会」
だ。毎年６月に行っている「蛍を見
る会」は、回を重ねるごとに参加者
が増え地域の一大イベントになるな
ど、活動の輪が広がっている。
会が発足したのは平成３年。かつ

ては近所の川でたくさん見られた蛍
がどんどん姿を消していく中で、生
息地の一つだった地域の側溝がま
た一つ工事されることになったた
め、蛍が住める設計にしてもらおう
と、呼びかけをしたことから始まった。
現在の活動は相川地区の川の清

掃をはじめ、蛍の養殖や先進地の視
察などを展開。事務局長を務める神

宮寺義仁さんは「蛍を守るには生活
排水やゴミ、廃棄物、自然環境など
さまざまな問題に取り組む必要があ
ります。蛍はきれいな環境のバロメ
ーター。活動を通して、蛍から教え
られることも多いんですよ」と語る。
蛍の保護とともに力を入れている

養殖活動は、当初は初めてというこ
とで「県内外に視察に出向きながら、
手探りで取り組んできた」というが、
蛍が見られなくなっていた川に、今
では毎年蛍が飛ぶようになるなど、
着実に実を結んでいる。
平成4年から続いている「蛍を見る

会」は、スタート時は150人ほどだった

参加者が、今では2000人を超える人
気ぶり。「蛍を見ながら、参加者一人
ひとりが自然の大切さや、どうやっ
たら蛍が住める環境を守っていける
かを考える機会になればと思いま
す」と語る。
今後の活動について尋ねると、

「無理をせず息の長い活動を続けて
いくことが大切だと思います。焦ら
ず一歩一歩進んでいきたいですね」
と神宮寺さん。
現在、甲府市内では相川のほか

にも数カ所蛍を見られる川があり、
保護に取り組もうという動きも出て
きている。相川地区の活動の輪は

ゆっくりだが、
確実に広がっ
てきているよ
うだ。
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サークル訪問 汗で育つ　感性が光る

街にめばえる文化探訪

地域に生息する蛍を守り、自然保護に取り組む仲間たち

蛍が教えてくれる
自然の豊かさや尊さ

相川地区蛍を守る会

◆相川地区蛍を守る会◆

甲府市相川地区の川に生息する蛍の保護に取り組むグループ。平成
３年に発足し、現在会員は約１２０人。年２回の川の清掃や年１回の蛍
を見る会の開催、養殖活動などを展開している。

会　　長　神宮寺　茂
問い合わせ 事務局長　神宮寺義仁
連　絡　先 〒４００-００１２ 甲府市下積翠寺町８１９ 1０５５（２５１）７７１６

ＩＳＯ１４００１  認証取得 

神宮寺義仁さん



最近何人かの欧米人と親しくなり
ました。ある時は公園で出会った親
子。またある時は野外コンサートで
偶然知り合うなど、出会いは様々。
彼等にとっては、はじめての日本そ
して山梨。その中の一人は、幼少か
ら日本の美術に興味があったとのこ
と。実に色々と勉強しています。少
しでも良さを紹介したい気持ちと、
彼等と価値観が似ている事が相ま
って、山梨生活に新たな刺激が出来
ました。私が目につくだけなのか、
それとも生活環境に外国人が多い
のか、ともかく山梨に来て英語を使
う機会が増えたのは有難い事。目下
の課題は語学力の向上。実に嬉し
い出会いであり課題となっています。
ところで子供が生まれてから、続

けてきたことがあります。それは散
策。必要最低限の家事を終えると、
天気の有無に関わらずいそいそと出
かけます。時にはお弁当を持参。場
所を変えながら毎日毎日行ってきま
した。その結果市販の玩具で遊ぶ機
会も、冷暖房を使う機会も少なく、
子供は幸い健康を保って生活をして
います。
しかしながら問題も起きました。

子供の遊び友達が実に少ないので
す。「今日は体調が万全でないから」
「気候が悪いから」など、せっかく出
来た子供の友達もなかなか一緒に
遊べません。一方混んでいるのは、
屋内での遊び場や習い事、そして一
時保育。時にはキャンセル待ちする
ほどの混みようです。「保育園に通わ
せないと友達が出来ない」との理由
で、早めに保育園に通わせた友人の
気持ちを初めて理解することが出来
ました。

いくら毎日外で遊ばせたにしても、
物心つき始めた幼児にとって、子供
同志の遊びはやはり魅力的ですし、
必要なこと。散歩をしていれば友達
は自然に出来るという発想は、どう
やら甘かったようです。
東京で暮らせば、山梨と同じ自然

豊かな環境で遊ばせるのに、常に駐
車料金等、何かとお金がかかります。
自然に恵まれているにもかかわら

ず、友達作りにお金がかかる、とい
ささか感じずにはいられません。こ
れは山梨に限ったことではないので
しょう。高度な玩具、高度な知識を
知る以前に、子供にはやはり自然の
中で遊び方を知り、ダイナミックに育
って欲しいものです。「子供に何万
円ものＣＤを買い与えている祖父母
が多いらしい。」と聴いた時は、唖然
としました。私としては、水たまりで
泥だらけになって飛んだり跳ねたり
して遊ぶ姿の方が、子供には分相応
に思えてなりません。
山梨に住み、山梨の四季のうつろ

いに感動して過ごす県外の私と、諸
外国の友人達。地元人にしてみれば
ごく当たり前の事柄に私たちは発見を
見出し、ささやかな幸せを憶います。
「山梨は本当の素晴らしさを削いだ
観光をしている」とは、山梨の野生
動物を保護する仕事に就く人の意
見。本当の素晴らしさを拾い集めた
質のよい暮らしを、住環境を提案す
る身として、子育ての身として、これ
からも求めつづけたいと思う今日こ
の頃です。
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セミナー ちょっと知っておきたい

身の回りの豆知識

５月５日は「端午の節句」。端午の
節句の起源は古代中国にまで遡り
ます。古来中国では、この日に菖蒲
酒を飲んで体のけがれを祓い、健
康と厄除けを願いました。その風習
がのちに日本へと伝わり、菖蒲、鎧、
鯉のぼりなどを飾って男の子を祝う
行事になりました。
節句の飾りには鎧、兜などの内飾
りと、武者のぼり、鯉のぼりの外飾
りがあります。武者のぼり、鯉のぼ
りは子どもの立身出世を願うもの
で、飾られるようになったのは江戸
時代からといわれています。それで
はその歴史をみていきましょう。
江戸時代、５月５日は幕府の重要な

式日に定められました。大名や旗本
は式服でお祝品を持って江戸城に
出向き、将軍にそれを奉じました。
これ以降、武家に男の子が生まれ
ると、門前に家紋を記した旗差し物
や幟、吹き流しなどの武家飾りを立

て、男児誕生をお祝いするようにな
りました。さらに、江戸中期以降に
は、この風習が町人の間へも広がっ
ていきました。しかし、町人の間では
武家同様、家紋を記した幟旗を立て
ることは許されなかったので、武具代
わりに鯉のぼりをあげるようになりま
した。こうして、武者のぼり、鯉のぼ
りは世に浸透していったのです。
山梨における武者のぼり、鯉のぼ

りの始まりは江戸末期くらいと伝え
られています。現在、武者のぼりは
「甲州武者のぼり」の名でも知られ
ています。職人は、昔ながらの伝統
的技法と知恵で、細部にまでわた
る作業をてきぱきとこなし、見事に
つくり上げます。平成６年には山梨
県の郷土伝統工芸品に認定されま
した。糊染めの特徴である広い線
とその色は、１５０年の時の流れを感
じさせない力と美しさを保つため、
私たちを魅了し続けています。

山梨の伝統工芸 山梨県が誇る

伝統工芸を紹介

～Seasons Yamanashi～

１. 糊 作 り…餅米と米糠を練り、蒸してから石灰と塩を加える。
２. 布 の 精 錬…木綿を熱湯に入れ、布に付着しているものを取る。
３. 下 絵 写し…江戸末期からの型紙に下

からライトをあて、型紙か
ら下絵を写す。

４. 糊 置 き…輪郭線になるため細心の
注意が必要。

５. 豆
ご

汁を塗る…染付を良くするため。
６. 染　　　付…顔料と膠

にかわ

や豆
ご

汁を加えた
奈良
な ら

墨
ずみ

を用い、江戸刷毛
で染めていく。

７. 色 止 め…顔料を定着させるため膠
にかわ

を溶かした液を散布。
８. 水 洗 い…糊を洗い流す。白い輪郭

線が浮かび上がる。
９. 干　　　す…天日で干す
１０.仕 立 て
１１.完　　　成

深
谷
百
合
苗

エ
ッ
セ
イ
ス
ト

甲州武者のぼり
・

鯉のぼり子
供
の
遊
び
場
〜

甲州武者のぼり・鯉のぼりの作業工程
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インフォメーション 早野グループ発

今シーズンのフレンド情報

INFORMATION

買い物時にクルマの鍵を出しにくい体験をし
たことはありませんか。そんな時「スマートエン
トリー」ならスマートキーを身に付けているだけ
でドアの施錠、開鍵がワンタッチででき、さらに
エンジンの始動・停止にも面倒なキー操作が
不要でプッシュスタートスイッチを押すだけとい
う便利な機能も追加
されました。

トヨタホームは「360°防犯住宅」を始めます！

トヨタホーム山梨（株）
本社：中巨摩郡昭和町河西1043 TEL 055‐275‐1234  FAX 055‐275‐7806

http://toyotahome.mediagalaxy.ne.jp/yamanashi

ISO14001を取得しました！

２１世紀に入って、地球環境問題は一層深刻になっていま
す。わが国に限らず、先進国は環境に調和する循環型社会
の構築を目指して、法制度、社会システム、環境教育などを
進めていますが、企業・組織体の果たすべき役割も大きく
なっています。
甲府通運はトラック輸送という特殊性から、ディーゼル車

による大気汚染や地球温暖化などの環境問題も発生してお
り、環境に与える影響が大きいことから、こうした大気汚
染防止や省エネルギーの観点に立ち、環境に配慮した運転
や整備・点検を心がけていくことが使命と考えています。

還暦でのチャレンジ！
代表取締役　由井久夫

何時までも若いと思っていても、どうにもならないのが年齢ですが人
生には節目があるものです。５８歳で山梨に戻り父が創った会社「（株）ロ
ード」を継ぐ事になりました、この機会に少しでも会社の役に立つ事に
チャレンジしようと考えていたのですが、自分へのチャレンジも兼ねて
「１級土木施工管理技士」への挑戦がそれでした。これまで「もの造り」
の会社で生産技術開発が専門で海外工場展開を含め国内外の様々な仕
事を経験してきましたが、建設業の仕事は始めてでした。
５９歳で代表取締役になるのを契機に検定試験勉強をスタートしまし
た、体力・気力共に昔のようなわけには行きませんでしたが、ある言葉
を思い出しました。松下幸之助他多くの方が座右の銘としていたサミュ
エル・ウルマンの詩「青春」の一節「青春とは人生の一時期をいうので
はなく、心の有様をいうのだ・・・・」つまり「青春とは心の若さである信
念と希望にあふれ、勇気にみちて日に新たな活動をつづけるかぎり、青
春は永久にその人のものである」と、この言葉を信念として半年間頑張
りました、ウィークデーは原則として朝５時に起きて１時間テキストや過

（株）ロード　本社：甲府市下小河原町262番地　TEL055-241-6161（代）
FAX055-241-6118 e-mail  uproad@pluto.plala.or.jp

去の問題集の勉強を繰返してやりました、休日もゴルフを少し控えたり
して半日をそれに当てました。学科試験は６割を取ることを目標に重点
思考をしました、実地試験は[工程管理][安全管理][品質管理]の論文を
徹底的に試験日の直前まで毎日紙に書いて暗記をしました。
還暦になって大学の受験勉強に近い経験をやり、合格できたことは運が

良かったと思いますが、このおかげで社員にも資格に挑戦を！と遠慮なくい
う事が出来ます。試験会場は東京でしたが圧倒的に若い人が多く、５０過ぎ
のシニアクラスの人は２割位でした、又若い女性もチラホラと目に付きました。
こんな中で挑戦して自信は有りませんでしたが何とか合格できました事は皆
さんの挑戦の参考にもなるのではないでしょうか。目的意識を強くもち目標を
掲げて計画的にコツコツやる事できっとよい結果が得られるはずです。何
事も王道は無いようです、結果は後から付いてくるという事でしょうか？
終わりに企業は「物を造る前に人を創る」と松下時代に良く耳にした言

葉ですが、早野グループに籍を置くことになってからも、この事（教育訓
練や資格取得）を大切にしている雰囲気を強く感じていました。お互いに
これからも頑張りたいと思います。

保険も早野組に任せてみませんか？

早野組は、昭和５４年より保険代理店業を開始して以来、常にお客様
の立場に立ち、質の高いサービスを提供しています。扱い保険会社は
損害保険会社３社、生命保険会社３社と委託契約を結び、お客様の要
望に応える様々な保険を販売しています。

損害保険―――――――――― 生命保険――――――――――――
日本興亜損保（株） 東京海上日動あんしん生命（株）
東京海上日動火災保険（株） 損害ジャパンひまわり生命（株）
（株）損害保険ジャパン 日本興亜生命保険（株）
――――――――――――――― ―――――――――――――――――
※主な取扱商品
自動車保険、火災保険、傷害保険、積立傷害保険、建設工事保険、終
身保険、ガン保険、医療保険等 （株）早野組　本社：甲府市東光寺1-4-10 TEL055‐235‐1111

http://www.hayano.co.jp

お客様に最高の安心とサービスを与えるため、当社は保険専任スタッ
フを置き、企業・個人の様々なリスクに最適なプランを検討し、「真心と
確かな技術」で日々サービスを行っています。

新事業所の紹介

県立中央病院のすぐ横という立地
であり、医療との連携をとるには
すこぶるいい場所です。スタッフ
一同意欲満々、闘志を燃やしてい
ます。

甲府の中心地にありながら静かな
住環境。中心商店街にも近く生活
至便です。敷地内には温泉が湧き、

（株）やさしい手甲府
本部：甲府市丸の内1-21-7武藤ビル6F TEL055‐231‐6633

高齢者住宅では入浴が楽しめま
す。（ゲストルーム・菜園あり）

当事業所は2月14日に甲府南事業
所から「訪問介護・支援・訪問入
浴」の３つのサービス部門を分割
移転しての出発となりました。職
員一同気持ちを一新し、創意工夫
を行い、地域密着型の事業所とし
て、がんばります。

富士見事業所 問合せ1055-220-3888

甲府通運（株）
本社：中巨摩郡田富町流通団地3329‐1 TEL055‐273‐0611

戸建住宅はマンションとは違います。 

家の周りすべて360°が防犯ポイント 

ぐるっと安心チェック
ポイント

 不審者の侵入を未然に防ぐ工夫を、随所に施しています。 

対 象 物の強 化  

泥棒の侵入場所は、ほとんど窓とドア。窓ガラス、
玄関や勝手口のドア、鍵などをより強化することで、
建物への侵入を直接的に防ぎます。 

接 近 の制 御  

例えば、専用庭の周囲を塀でしっかり囲んだり、
外から上層階へ上がれる足場をなるべく少なく
したり、泥棒の侵入経路を制御します。 

自 然 監 視 性の確 保  

エクステリア照明の改善、街路や窓からの見通し
の確保などによって、泥棒が隠れることのできな
い屋外にも目が届くスキのない環境をつくります。 

領 域 性 の確 保  

屋外活動交流を促して、泥棒が侵入しづらい環境
をつくります。分かりやすくいえば、ご近所付き合い
により、常にコミュニケーションを密にしておきます。 

ドライバーの心得

１．無用なアイドリングをやめる
２．急発進、急加速、急ブレーキをやめる
３．シフトアップは早めに
４．ムダな空ふかしはしない
５．経済速度で走る
６．タイヤの空気圧を適性に
７．エアコンの使用を控えめに

コンパクトカーだから
欲しかったセレブ機能。

ネッツトヨタ甲斐（株）
本社：甲府市朝気3丁目10‐21 TEL055‐232‐5511

新世代のコンパクトカー「ヴィッツ」誕生。
乗る人のカーライフをより楽しく、上質に演出してくれる高いクオリティのコンパクトカー。

青沼事業所 問合せ1055-231-7007

国母事業所 問合せ1055-236-5151

※４月には勝沼町に甲州事業所を開設し、
県内１５事業所になります。
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歴　　史 もっと身近なふるさとの歴史

郷土史の偉人英雄を今日に招待

南松院開基として知られる穴山信
友夫人は、武田信虎の第二女といわ
れる。信玄の腹違いの姉にあたり、
穴山信君（梅雪）を生んでいることで
有名である。第一女は今川義元夫人
であるが、その逆だという説もある。
信友夫人は、生年月日は明らかで

はない。永禄９年（１５６６）４月２５日に
逝去しているが、法名を南松院殿葵
庵理誠大姉という。墓所は下山南松
院（身延町）の中にある。京都天竜
寺の名僧といわれる策

さく

彦
げん

周良
しゅうりょう

を師
と仰いだ夫人は、策彦が弘治乙卯
の年（実際には翌二年か）に、甲斐
の恵林寺に入山して翌三年帰洛の
途次、下山の夫人のもとに挨拶に
伺ったおり、夫人は請うて「葵

き

庵
あん

理
り

誠
せい

」の法号を授けられたのだという。
南松院には「葵庵法号記」というの

が残されている。
夫人は国志によると、内藤氏の出

とあるが詳
つまび

らかなことは判らない。
信虎五男の信基（上野介）と同母と
いわれ、一系に内藤山城守昌国妹
也としてあるが未考としており、国志
も慎重に取り扱っている。
また穴山信友に嫁いだ年代も明

らかではないが、一応絞ってみると、
天文６年（１５３７）２月、第一女が今川
義元に嫁しており、第三女が天文９
年（１５４０）１１月に諏訪頼重に嫁して
いるので、その間の天文８年（１５３９）
ころと見れば無難かもしれない。南
松院を訪れると、美しい庭があり、
池中に亀石というのがある。伝承に
よると父信虎が娘を穴山信友に嫁が
せる時、持たせてくれたのだという。
信虎にもそんな優しさがあったのだ

ろうか。また池の縁には鶴石という
のもあるが、これは後代に当てはめ
たらしい匂いが強い。
夫人は穴山信友と結婚すると、や

がて嫡男信君（幼名勝千代）が誕生
した。天文１０年（１５４１）のことであ
る。それまでに信友には男の子に恵
まれなかったので、それこそ夫人と
ともに手放しの喜びようで、翌天文
１１年（１５４２）１月１日に当歳の勝千代
の無病息災を祈って、下山の一之宮、
二之宮に田畑を寄進している。さら
にその年の１２月には、駿河分である
が芝川町内房にある富士浅間神社
の社殿を、勝千代の名前で造営し、
嫡男の至福を祈念している。
信君の面影を見ると、美人のほま

れ高かった母親似で、夫人の匂いば
かりでなく、その薫陶も母から徹底
して受けたらしく、その人となりは文
武に秀で、風雅を解して外交も巧み
であったから、天正期に入ると武田
勝頼を圧して、その威望は東海地方
にまで高まったのである。
このような経緯の中で、南松院夫

人は信君を育てたのであったが、そ
の息子の雄飛する姿を見ることもな
く、永禄９年（１５６６）他界してしまっ
た。この穴山信友夫人の肖像画が、
下山の南松院に蔵されている。絹本
著色、作者は不明であるが、信虎の
夫人、大井夫人の画像と、いくつか
の技法上の共通点が認められる。岩
絵具の色も似ているので、私は武人
画家の武田信廉が、異母姉のため
に絵筆を取ったのではないかと推
定したこともあった。（「原色武田遺
宝集解説」）
絵の賛

さん

は恵林寺にも住した、京都
妙心寺の天桂和尚が、永禄９年（１５

６６）１２月上旬に画賛している。絵は
薄青の頭巾をかぶり、法衣をつけ、
緑色の絡

らく

子
す

をつけた比丘尼姿で、右
手に数珠を持っている。
天桂の画賛によると、葵庵尼（南

松院）が永禄９年（１５６６）４月２５日逝
去したので、嗣子

し し

の穴山信君が直ち
に母の面影を描かせて、天桂和尚の
賛を求めたのであった。天桂はその
画賛の中で夫人を最大限にほめた
たえ、容姿は仙

せん

女
にょ

馬
ば

郎
ろう

婦
ふ

を思わせる
ほど美しく、眼は総

そう

持
じ

尼
に

（達磨の弟
子といわれる）のように聡明そのも
のだったとたたえた。
実際に肖像画を見ると、尼僧姿と

いいながら、なんとも云えない艶
えん

麗
れい

な美しさをたたえ、美人の誉れ高かっ
たことを窺わせる。享年４５～６歳か。
南松院には夫人の日常使用した遺

品が幾つか残されているが、その中
に身辺にたえず置いていたといわれ
る、法華経８巻がある。夫人は信仰
心がきわめて厚く、看

かん

経
きん

仏
ぶつ

を身辺に
置き、読誦用にこの経巻を用いてい
たのだという。穴山梅雪は永禄９年
（１５６６）母が亡くなった時、下山に南
松院を開創して桃隠和尚を開山とし
入山してもらったのであるが、その
時母の遺愛品の多くを当寺に寄進し

たのだという。
その中には茶釜一、陶皿大小十

八、木盆朱塗金蒔絵十、朱膳十など
があったと記録されている。しかし
今はほとんど無くなっており、写真
のように食器の木椀

わん

だけが残されて
いる。大小同種の模様で、大椀

わん

はと
くに胴張りが大きく、高台はきわめ
て高く雄大である。黒漆塗りに金蒔
絵と漆絵をもって、松と笹の葉が図
様化してある。一般に地方産の椀類
には奥州南部の秀

ひで

衡
ひら

椀
わん

、周防の大
内椀が有名であるが、この椀は図様
と形からいって、秀衡椀に属する。
元来この種の椀は消耗品として遺品
がきわめて少ないものであるが、そ
の希少価値を示すものとして貴重で
ある。
このように葵庵理誠尼の生涯は、

河内の穴山家を支え、夫を援護して
武田の支族として着々と勢力を敷

ふ

衍
えん

して、河内領を支配する国人領主と
して、武田家から厚く遇されたので
あった。また結婚の初めの頃は河内
の南部に住していたが、河内の一円
支配が完了すると、居を下山に移し
てさらに勢力を拡大したのである。
また子息信君が一段と強力に国

人領主化の道を歩み、さらに母が武
田家から嫁いできたと同様に、自分
もまた信玄の娘見性院を娶

めと

って、親
子二代にわたって武田親族衆の地
歩を固めたのである。信君は母の影
響をうけて文化的教養も高く、また
学識も深かったので、甲斐国志は
「筆法も見事にて好事の趣あり」と評
している。母の影響から茶道などに
も造詣が深くなって、京都から茶室
に使う土石を運んできて庭を造った
ほどである。

武田信虎の娘として、穴山信友に嫁し
南松院を興した人
その生涯を追ってみる

上野　晴朗
うえの　はるお
１９２３年山梨市生まれ　歴史家・作家　県立図書館郷土資料室
を経て６７年から文筆活動に入る　著書に｢甲斐武田氏」等多数

南松院の墓　同寺にある

南松院の池に浮かぶ亀
父信虎がもらってきたと伝える

穴山信友夫人が身近においた法華経8巻
（南松院所蔵）

穴山信友夫人　南松院肖像画南松院の用いた食器・木椀

身延町下山の南松院　南松院夫人の菩提寺として有名

南松院
葵庵理誠尼
（ な ん し ょ う い ん き あ ん り せ い に ）



う歴史上希有な学校と巡り会うこと
になるわけで、人生捨てたものでは
ない。何かを失うことは、実は何か
を得ることのはじまり、でもあるわけ
だ。そう考えるとリストラされたみな
さんも落ち込むことはない。リストラ
とは新しい人生へと背中を押してく
れること、と理解すればいいからだ。

抽象画の効能
今、カンディンスキーの抽象を改めて

見てみると、確かに具象的な世界で

は味わえない驚きがそこには展開さ
れていることがわかる。ジャズを聞
いているような自在な色彩の鼓動、
どことはわからぬ心の奥底の場所
で、不意に現われる音楽にまきこま
れ、引き込まれ、いつの間にか自分
自身も中空を漂っているような気持
ちになる、世界。考えてみると、カン
ディンスキーの絵画は、ヴァーチャルな
異空間でのすばらしい体験を味あわ
せてくれる絵画なのだ。
それでいて描かれている点や線

や色彩の向こう側には、どこか懐か
しいふるさとロシアの具象的な世界
が見えかくれしている。こうしてみる
とカンディンスキーは、具象画よりも
はるかに具体的に、体感的に、ロシ
アの世界を描いていたことがわかっ
て来る。
というわけで、もしどこかで抽象

画を見る機会があったら、カンディン
スキーの抽象を思い出しながら、しば
らくその世界を味わってみていただ
きたいと、思います。

抽象絵画の創始者
現代美術、と呼ばれるアートがあ

ることをご存じのみなさんは、いっ
たいどれくらいの割合でいるのだろ
うか。もっともそういうジャンルが生
まれてからまだ１世紀少ししかたっ
ていないわけで、なじみが少ないの
もしょうがないのだろう。現代美術
というよりは抽象絵画、という言い
方のほうが知られているのかもしれ
ない。具象絵画に対して抽象絵画。
その創始者と呼ばれている芸術家
がヴァシリー・カンディンスキーだ。
カンディンスキーは１８６６年にロシア
に生まれた。日本では明治が始まる
少し手前。
彼の有名なことばを一つ紹介しよう。
「色は鍵盤であり、眼は和音である。
そして魂は多くの弦をもつピアノな
のだ。芸術家とはそれを弾く手のこ
とで、あちこちのキーを触って、魂
のうちに振動を生じさせるのであ
る。」
そうか、そういうことなのかと、い

っぺんにうなづけそうなことばだ。
カンディンスキーに衝撃を与えた芸
術家はモネである。印象派の、あの
モネだ。カンディンスキーは、１８９６年、
３０歳の年にモスクワで開かれたフ
ランス印象派絵画展でモネの《積み
わら》の連作を見たのだ。モネは偉
大である。当時モスクワ大学で教鞭
をとっていたカンディンスキーは、数
カ月後大学をやめてミュンヘンに向
かい、芸術家としての道を歩みはじ
めることになる。このとき、すでにい
とこの女性と結婚していたから、よ
くよくのことだったはず。芸術への
思いは深かった。

具象から抽象へ
印象派との出会いの後、具象画か

ら抽象画へと変化を見せていくこと
になるわけだが、ということはつま
り、抽象画の背景には、それなりの
具象的な世界が潜んでいるというこ
とになる。そう考えると謎ときのよう
なおもしろさが生まれて来る。どう
してそこまで無理しなければならな

いの？めんどうくさいじゃないか、と
いう向きもあろうかと思うけれど、そ
のめんどうくささのかわりに、「色は
鍵盤であり、眼は和音である。そし
て魂は多くの弦をもつピアノなのだ。
芸術家とはそれを弾く手のことで、
あちこちのキーを触って、魂のうち
に振動を生じさせるのである。」とい
う自由自在のように見える世界を入
手したと考えると、まあ、それも悪く
はないかもしれないぞ、ということに
なるわけだ。
具象から抽象へと歩んでいく過程

の二点を紹介しておこう。《教会のあ
るムルナウ１、２》（１９１０年制作）だ。
描かれた教会や山並みが次第に

抽象化されていく様子がおわかりい
ただけるだろう。そして翌１９１１年に
描かれた《コンポジション４》に至る
とさらに抽象化が進んでいる。この
１、２年の間にカンディンスキーに
訪れた強い抽象化への思いが理解
できるはずだ。

戦争の時代
そして、１９１４年に第一次世界大戦

がぼっ発する。
すでに１９０４年に最初の奥さんと

離別していたカンディンスキーは、
１９１７年に再婚。１９２０年には再びモ
スクワ大学で教鞭を取ることになる
が、共産主義体制に認められずベル
リンに向かい、ヴァルター・グロピウ
スのもと、ワイマールのバウハウスで
教師となり、１９３３年にナチスにより
この学校が閉鎖されるまで教職を続
けた。
共産主義体制下では、彼の抽象

は理解されなかったのだろうが、そ
のおかげでというかバウハウスとい
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美　　術
ユニークな視点で解説

アートがもっと楽しくなる

ボ
ク
の
美
術
品
観
察
日
記

25

ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
四
）

抽
象
絵
画
の
見
方
、
楽
し
み
方
を
教
え
て
く
れ
る

山
本
育
夫

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
マ
ガ
ジ
ン
・
ド
ー
ム（D

O
M
E

）編
集
長
／
ア
ー

ト
マ
ガ
ジ
ン
・
エ
ル
・
ア
ー
ル（LR

）編
集
長
／
ま
ち﹇
見
物
﹈誌
ラ

ン
デ
ブ
ー
編
集
長
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人
つ
な
ぐ
代
表
理
事

中
央
公
論
、
美
術
手
帖
、
週
刊
朝
日
な
ど
に
執
筆
。
大
学
や
美

術
館
な
ど
で
の
講
演
も
多
数
。
美
術
品
観
察
学
会
の
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
主
宰
。
参
加
希
望
者
はyam

aiku@
m
xb.m

esn.ne.jp

ま
で
、
参
加
費
無
料
。

カンディンスキー

教会のあるムルナウ1

教会

人家

山並み

教会のある
ムルナウ２

コンポジション４
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明
治
維
新
と
い
う
日
本
の
国

の
、
何
か
ら
何
ま
で
一
度
に
ひ
っ

く
り
返
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
の
大

変
革
の
時
期
に
、
県
内
に
も
平
常

の
平
和
を
お
び
や
か
す
よ
う
な
事

件
の
兆
し
が
現
れ
て
き
て
い
た
。

坂
本
龍
馬
と
い
え
ば
日
本
の
歴

史
の
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
の

で
そ
の
経
緯
は
こ
こ
で
は
控
え
る

が
、
と
も
か
く
、
こ
こ
に
登
場
す

る
人
物
、
千
葉
さ
な
子
と
龍
馬
に

つ
い
て
記
し
た
い
。

さ
な
子
は
、
当
時
江
戸
で
有
名

な
北
辰
一
刀
流
の
道
場
主
千
葉
定

吉
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
定

吉
は
か
の
有
名
な
北
辰
一
刀
流
の

祖
千
葉
周
作
の
弟
で
あ
る
。
そ
ん

な
環
境
で
育
っ
た
さ
な
子
も
相
当

腕
の
立
つ
女
傑
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
さ
な
子
が
、
剣
術
修
行
で
江

戸
に
出
て
き
た
坂
本
龍
馬
と
出
会

う
こ
と
に
な
る
。
父
定
吉
も
二
人

の
結
婚
を
許
す
ほ
ど
龍
馬
を
気
に

入
っ
て
い
て
、
さ
な
子
も
龍
馬
を
慕

っ
て
い
た
こ
と
が
残
る
手
紙
か
ら

も
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
龍
馬
は
、

幕
末
の
歴
史
の
舞
台
で
非
業
の
死

を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ

が
、
さ
な
子
の
龍
馬
に
対
す
る
想

い
は
変
わ
る
こ
と
な
く
そ
の
後
、

明
治
二
十
九
年
五
十
九
歳
で
亡

く
な
る
ま
で
龍
馬
を
想
い
静
か
に

晩
年
を
過
ご
す
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
千
葉
さ
な
子
の
墓
所
が

甲
府
市
内
に
あ
る
。
時
の
有
力
者

小
田
切
謙
明
な
る
人
物
が
中
風
の

病
の
治
療
の
た
め
、
懇
意
に
し
て
い

た
板
垣
退
助
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
、

そ
の
時
東
京
の
千
住
で
開
業
し
て

い
た
さ
な
子
の
治
療
院
で
あ
っ
た
。

小
田
切
家
と
さ
な
子
の
付
き

合
い
は
そ
れ
か
ら
も
続
き
、
謙
明

の
妻
が
さ
な
子
の
没
後
分
骨
し

て
小
田
切
家
の
墓
に
埋
葬
し
た

と
い
う
。

甲
府
市
朝
日
町
の
清
運
寺
に

あ
る
さ
な
子
の
墓
碑
に
は「
千
葉

さ
な
子
墓
」と
、
裏
に
は「
坂
本
龍

馬
室
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

波
乱
に
満
ち
た
幕
末
乱
世
で
、

成
就
で
き
な
か
っ
た
龍
馬
と
さ
な

子
に
思
い
を
は
せ
る
と
、
さ
な
子

の
江
戸
気
質
の
一
途
な
女
性
像

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
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BOOK すばらしい本との出逢い

日
本
一
の
渓
谷
美
、
御
岳
昇
仙

峡
へ
の
道
を
開
い
た
の
は
、
猪
狩

村
の
農
民
・
長
田
円
右
衛
門
で
あ

る
。
計
画
は
天
保
四
年(

一
八
三

三)

、
着
工
は
翌
年
の
十
二
月
二

十
二
日
。
円
右
衛
門
こ
の
と
き
三

十
九
歳
。
新
道
開
発
は
、
も
と
よ

り
観
光
の
た
め
で
は
な
く
、
猪
狩

村
の
農
産
物
や
木
炭
、
薪
な
ど
を

甲
府
へ
売
り
に
出
る
た
め
の
産
業

道
路
で
あ
る
。

猪
狩
村
は
当
時
二
十
二
戸
、
人

口
九
十
九
人
。
工
事
は
開
始
さ
れ

た
が
、
現
在
の
よ
う
に
国
や
県
か

ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
時
代
で

は
な
い
。
費
用
も
労
力
も
自
ら
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
円
右

衛
門
は
新
道
が
開
通
す
る
こ
と
で

受
益
す
る
村
を
訪
ね
て
名
主
を
説

得
、
義
務
人
足
の
要
請
を
し
た
。

ま
た
、
十
カ
年
年
賦
の
頼
母
子

講(

た
の
も
し
こ
う)

無
尽
を
立

て
、
全
村
か
ら
五
十
両
を
捻
出
し

た
。
も
ち
ろ
ん
私
財
も
は
た
い
て
、

工
事
費
に
あ
て
た
。
も
っ
と
も
困

難
を
極
め
た
の
は
、「
ツ
ル
シ
岩
」

と
呼
ば
れ
る
仙
娥
滝
下
の
削
岩
工

事
だ
っ
た
。
火
薬
な
ど
は
用
い
ず
、

ひ
た
す
ら
人
力
で
岩
を
削
り
取
る

作
業
で
あ
る
。

し
か
し
、
天
保
七
年
六
月
、
無

慈
悲
に
も
梅
雨
は
長
引
き
、
荒
川

は
氾
濫
、
掘
り
進
め
た
約
四
十
メ

ー
ト
ル
の
道
路
は
流
失
し
て
し
ま

う
。
甲
州
は
凶
作
で
、
大
飢
饉
と

な
り
、
天
保
騒
動
と
い
わ
れ
る
百

姓
一
揆
が
起
こ
っ
た
。
猪
狩
村
、

周
辺
の
村
々
の
家
も
、
田
畑
も
流

れ
去
っ
た
。

新
道
の
復
旧
工
事
ど
こ
ろ
で
は

な
く
な
っ
た
。
お
ま
け
に
農
民
た

ち
は
、
頼
母
子
講
の
立
替
金
を
返

せ
と
騒
ぎ
出
し
た
。
円
右
衛
門
は

自
ら
の
田
畑
を
抵
当
に
し
て
金
十

両
を
借
り
、
返
済
に
あ
て
た
。

工
事
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、
三

年
後
の
天
保
十
年
、
甲
府
代
官
所

の
猪
狩
村
巡
視
が
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。
円
右
衛
門
は
工
事
再
開
を

要
請
し
、
代
官
の
許
可
の
も
と
、

各
村
の
共
同
分
担
で
工
事
を
進
め

る
こ
と
も
決
め
ら
れ
た
。
三
十
カ

村
が
寄
付
金
を
出
し
合
い
、
義
務

人
足
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

御
岳
新
道
が
完
成
し
た
の
は
天

保
十
三
年(

一
八
四
二)

十
月
。
八

年
間
の
労
働
人
員
は
延
べ
一
、
九

六
七
人
、工
費
は
七
十
七
両
二
分
。

こ
の
後
も
円
右
衛
門
は
、
水
害
で

道
路
が
寸
断
さ
れ
る
た
び
、
単
独

で
補
強
工
事
を
続
け
た
。

円
右
衛
門
の
顕
彰
碑
は
、
難
工

事
だ
っ
た
腰
越
の
登
山
道
に
建

つ
。
碑
文
は
徽
典
館(

き
て
ん
か

ん)

学
頭
・
林
鶴
梁
。
徽
典
館
は

江
戸
時
代
の
学
問
所
、
の
ち
の
山

梨
師
範
学
校
。
碑
文
に
は
円
右
衛

門
に
つ
い
て「
顔
は
醜
く
鬼
の
よ

う
で
あ
る
が
心
は
菩
薩
の
よ
う
だ
っ

た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。（
寿
）

ご
紹
介
し
た
本

坂
本
徳
一

「
甲
府
の
歴
史
」東
洋
書
院

源平の合戦に出陣

「武田有義とかんかん地蔵」
田中尚純　著

武
田
有
義
は
、
武
田
氏
の
開
祖
・
武
田
信
義
の
長
男
で
、

甲
斐
源
氏
を
率
い
、
源
平
の
合
戦
に
出
陣
し
た
名
将
。
有

義
に
は
三
人
の
弟
が
い
る
が
、
ひ
と
り
は
一
条
小
山
、い
ま

の
舞
鶴
城
に
館
を
お
い
た
一
条
忠
頼
、
ひ
と
り
は
い
ま
の
里

垣
、
板
垣
郷
に
館
を
お
い
た
板
垣
兼
信
、
も
う
ひ
と
り
は
、

石
和
に
館
を
お
い
た
石
和
信
光
。
い
ず
れ
も
名
だ
た
る
武

将
だ
。

有
義
は
平
家
の
全
盛
時
代
、
十
代
で
都
に
上
り
、
平
清

盛
の
長
男
・
重
盛
に
仕
え
、
そ
の
太
刀
持
ち
を
つ
と
め
る
。

し
か
し
、
源
平
の
勢
力
争
い
が
激
し
く
な
り
、
甲
斐
源
氏
が

源
頼
朝
に
請
わ
れ
、
挙
兵
し
た
こ
と
か
ら
、
や
む
な
く
平

家
追
討
の
軍
を
率
い
る
こ
と
に
な
る
。
胸
中
は
複
雑
だ
。

平
家
が
滅
亡
し
、
鎌
倉
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
頼
朝
は

功
績
の
あ
っ
た
甲
斐
源
氏
の
力
を
恐
れ
、
不
安
と
な
り
、

忠
頼
の
殺
害
を
は
じ
め
、
有
義
の
親
兄
弟
を
次
々
に
討
っ

た
。
つ
い
に
、
有
義
は
頼
朝
と
敵
対
す
る
こ
と
に
な
る
。

著
者
は
、
武
田
有
義
の
墓
所
の
あ
る
甲
府
市
丸
の
内
の

法
輪
寺
の
住
職
・
田
中
尚
純
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
ふ
る
さ
と
の
名
将
に
光
を
あ
て
る
。

（
川
）

発
行=

光
明
山
法
輪
寺
　
甲
府
市
丸
の
内
三
―
二
七
―
一
三

電
話=

○
五
五
―
二
二
二
―
八
四
一
四
　

￥
１
、
８
０
０+

税

天保の大飢饉

難工事にもめげず8年

御岳新道開発の偉人

長田円右衛門

明治維新の立役者坂本龍馬に
ひとりの奥方がいた

山梨県民俗研究者
（元県ことぶき勧学院大学院民俗コース講師）

志摩　阿木夫
し ま あ き お

ふるさと意外史（4）こんなところに山梨

思いがけない場面で

ふるさと再発見
甲府第一高等学校 

市
立
甲
府
朝
日
小
学
校 

甲府資材 

清
運
寺
墓
地 

（
日
蓮
宗
） 

清
運
寺
木
堂 

朝
日
町
通
り 

北バイパス 

相
　
川 
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富士見山（1640m）（身延町･早川町）
写真と文 上野　巌

国
道
五
十
二
号
を
下
り
、
鰍
沢
町

か
ら
身
延
町
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
西

島
バ
イ
パ
ス
の
右
手
に
横
た
わ
る
の
が

富
士
見
山
で
あ
る
。
標
高
が
低
い
割

り
に
は
、
大
き
な
山
だ
。
山
麓
ま
で

の
交
通
機
関
は
特
に
な
い
の
で
、マ
イ

カ
ー
使
用
を
前
提
と
す
る
。

切
石
地
区
の
身
延
町
役
場（
旧
中
富

町
役
場
）北
の
信
号
で
西
に
入
る
。
寺

沢
川
に
沿
っ
て
ぐ
ん
ぐ
ん
登
り
、
見
事

に
句
碑
が
立
ち
並
ぶ
中
を
通
過
し
て

富
士
見
山
林
道
に
達
す
る
。
左
折
し

て
堂
平
地
区
を
過
ぎ
、
短
い
橋
を
一

つ
渡
っ
た
先
の
尾
根
の
出
っ
張
リ
が
コ

ー
ス
入
り
口
だ
。
車
は
林
道
脇
の
空

き
地
に
置
か
せ
て
も
ら
う
。

石
段
を
登
っ
て
コ
ー
ス
に
入
る
。
最

初
は
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
木
立
の
中
で

傾
斜
も
ゆ
る
い
が
、
尾
根
の
南
を
巻

き
北
へ
移
り
、
ま
た
南
面
へ
と
変
わ
る

ご
と
に
傾
斜

が
増
し
て
く

る
。
樹
相
も

ミ
ズ
ナ
ラ
な

ど
の
落
葉
樹

に
な
っ
て
き

て
、
見
事
に
年

輪
を
重
ね
た

ブ
ナ
も
か
な

り
見
ら
れ
る
。

左
手
に
大
ガ
レ
を
見
る
と
稜
線
も

近
い
。
一
六
二
七
メ
ー
ト
ル
の
標
高
点

付
近
に
登
り
つ
い
て
左
折
、
一
〇
分
ほ

ど
尾
根
道
を
歩
く
と
岩
の
あ
る
展
望

台
に
着
く
。
毛
無
山
塊
の
上
の
富
士

山
、
眼
下
に
は
富
士
川
の
流
れ
。
振

り
返
れ
ば
南
ア
南
部
の
山
々
が
一
望

に
収
ま
り
、
遠
く
白
根
三
山
ま
で
も

見
え
る
。

三
角
点
は
往
復
一
時
間
先
だ
が
展

望
に
は
恵
ま
れ
な
い
し
、
他
に
見
る

も
の
も
な
い
。
ま
た
帰
路
を
少
し
北

に
と
っ
て
、
堂
平
の
や
す
ら
ぎ
の
宮
わ

き
に
下
る
コ
ー
ス
も
あ
る
が
、
歩
き
に

く
い
。

身延町西島の集落と富士見山の全景

昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）

八
月
十
二
日
の
『
山
梨
時
事

新
聞
・
日
曜
訪
問
』に
甲
府
通
運
株
式

会
社
の
創
立
者
で
あ
る
早
野
欽
介
前

社
長
の
記
事
が
あ
る
。
当
時
の
山
梨

県
内
有
力
者
の
仕
事
を
は
な
れ
た
日

常
生
活
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
そ
の
記
事
に
よ
り
早
野
欽
介

前
社
長
の
一
面
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず「
早
野
さ
ん
の
略
歴
」と
し
て

「
大
正
元
年（
一
九
一
二
）十
一
月
二

十
日
甲
府
に
生
ま
れ
る
。
病
弱
の
た

め
学
校
は
甲
府
中
学（
現
甲
府
一
高
）

で
や
め
、
静
養
の
か
た
わ
ら
釣
り
、
小

鳥
な
ど
に
趣
味
を
も
つ
。
父
の
欽
三

（
註：

金
蔵
が
正
し
い
）が
七
十
三
歳

で
死
去
、
同
時
に
土
建
業
を
や
め
運

送
業
を
い
と
な
む
か
た
わ
ら
酒
折
町

郵
便
局
長
を
つ
と
め
る（
以
下
、
略
歴

と
家
族
の
紹
介
が
続
き
本
文
と
な

る
。）」

●
早
野
さ
ん
と
い
え
ば
非
常
に
多
趣

味
の
人
だ
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す

が
、
俳
句
も
お
や
り
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

―
俳
句
は
中
学
生
の
こ
ろ
に
飯
田
蛇

笏
先
生
に
教
わ
り
ま
し
た
。
榎
本

虎
山
は
先
輩
、
稲
垣
晩
童
は
後
輩

で
す
よ
。

●
最
近
も
句
作
し
て
い
ま
す
か
。

―
さ
っ
ぱ
り
で
す
。
俳
句
を
作
る
と
い

う
の
は
環
境
で
は
な
く
努
力
で
す

ね
。
作
っ
て
い
な
い
と
ダ
メ
で
す
。

●
釣
り
の
ほ
う
も
な
か
な
か
だ
そ
う

で
す
が
、
海
と
川
と
湖
で
の
釣
り
の

ダ
イ
ゴ
味
は
ど
う
で
す
か
。
海
づ
り

の
豪
快
さ
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
。

―
そ
り
や
、
み
ん
な
同
じ
で
す
よ
。

魚
を
ひ
っ
か
け
た
瞬
間
の
気
持
ち
、

釣
り
の
行
動
は
み
ん
な
同
じ
だ
。

金
魚
つ
り
で
も
ひ
っ
か
か
っ
た
と
き

の
気
持
ち
は
同
じ
で
し
ょ
う
。

●
海
づ
り
を
一
年
半
も
ぶ
っ
つ
づ
け
で

や
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た

が
。

―
い
や
、
あ
れ
は
実
は
身
体
が
悪
く

て
静
浦
で
静
養
し
て
い
た
と
き
で

ね
。
は
じ
め
ど
う
し
て
も
魚
が
ひ
っ

か
か
ら
な
い
の
で
、
よ

し
、
そ
れ
な
ら
と
い
う

わ
け
で
毎
日
毎
日
、
こ

っ
ち
も
意
地
づ
く
で
が

ん
ば
っ
た
の
が
誤
り
伝

え
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
で
も
釣
り
は
い
い

も
ん
で
す
ね
。「
鮎
釣
る

や
一
竿
に
瀬
を
感
じ

つ
」の
心
境
で
す
よ
。

●
目
白
や
ウ
グ
イ
ス
も
た
く
さ
ん
お

飼
い
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

目
白
は
自
分
で
山
に
行
っ
て
捕
っ
て

く
る
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に

目
白
は
一
年
た
て
ば
み
ん
な
山
に

放
し
て
し
ま
う
と
聞
き
ま
し
た
が
。

―
と
く
に
私
だ
け
が
目
白
や
ウ
グ
イ

ス
を
飼
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な

い
で
す
よ
。
趣
味
は
み
ん
な
だ
れ

で
も
同
じ
で
、
山
か
ら
目
白
を
捕
っ

て
く
る
の
も
み
ん
な
が
す
る
こ
と

で
す
。
一
年
で
山
に
放
す
と
い
う

が
百
羽
に
一
羽
ぐ
ら
い
し
か
い
い

目
白
は
い
ま
せ
ん
ね
。（
中
略
）

●
お
宅
の
す
ぐ
横
に
あ
る（
講
早
野
家

宅
地
内
）三
樂
荘
は
戦
前
は
割
烹
旅

館
と
し
て
有
名
で
し
た
が
、
環
境
と

い
い
、
レ
ジ
ャ
ー
の
時
代
と
い
い
閉

め
た
ま
ま
で
は
も
っ
た
い
な
い
よ
う

で
す
が
再
開
す
る
気
持
ち
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

―
私
は
旅
館
業
は
キ
ラ
イ
で
し
て
ね
。

近
く
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
考
え
で
す
。

ア
ク
セ
ク
し
て
も
し
よ
う
が
な
い
で

す
よ
。（
以
下
対
談
は
甲
府
中
学
時

代
の
こ
と
、
政
治
家
に
望
む
こ
と
、

青
少
年
の
考
え
や
行
動
に
つ
い
て

続
い
て
い
る
）

林　陽一郎
はやし　 よういちろう

甲府市教育委員会文化振興指導員・山梨郷土研究会
山頂展望台に咲くミツバツツジと残雪の富士展望

名峰からの富士山 vol.7

Ｎ 

富
士
見
山 

ガレ 

富
士
見 山林
道 

切
石
、
国
道
五
十
二
号
へ 

展望台 

1640

甲斐やすらぎの宮 

久成 堂平 

平須 

寺沢川 

自然の里 

矢細工 

夜
子
沢
川
 

富士見山周辺図 

国道52号
（車25分）

↓

平須登山口
（2時間40分）

↓

山頂展望台
下りは1時間50分

［ 参考タイム ］

昭

甲府通運創業早野欽介 
　「忙中閑あり」趣味を語る 
甲府通運創業早野欽介 
　「忙中閑あり」趣味を語る 

自宅の庭先での早野欽介氏
（同日の山梨時事新聞記事より）

コース途中に立つブナの大木がハイカーを迎え
てくれる



山梨県が推進した、ファッション都市構想で誕生
した「アリア」。
株式会社石友は、その「アリア」に拠点を置いて

いる。
その中でもひときわ目を引く社屋は、ゆるやかな

曲線のフォルムに、近代的かつモダニズムの雰囲気
でデザインされ、社屋全体が洗練されたモダンな美
しさを出している。
同社は、業界では珍しい一貫した生産ラインをも

ち、製品の80％を社内の製造でまかなっている。社
員とパートを含め80人の宝石・貴金属輸入製造卸。
社内は明るい笑顔と、礼儀正しい挨拶で、会社の前
向きな業務姿勢が会社全体に表れ快活な雰囲気に
包まれている。
山梨県は宝石・貴金属の製造卸業のシェア日本

一。地場産業としても古くから栄えてきた。
当然、取引業者は全国に点在し、営業マンは忙

しく全国を駆け回る。そこで、活躍するのが足回り
にも自信のあるトヨタ車。商談や製品の納品など活
躍する場は多い。車種も用途に合わせて、セダン・
ミニバン・SUVなど合わせて10台が活躍。日本中、
九州までも車で移動、抜群のフットワークで対応して
いる。全ての車のトランクは外から鍵が開かない様
に、盗難
防止の対
策もシッカ
リとられ、
特別仕様

となっている。
県内ではアウトソーシングの形態で業務を続ける

業者の多い中、石友はより高い技術の一貫生産ラ
インを保持し続け、長期的視野で技術者やデザイ
ナーの育成にも力を入れ、最新技術の導入にも積
極的に取り組んできた。
「より確かに、顧客のニーズに応える事が宝飾業
界の発展につながる」と、流行の発信基地としての
役割、そして時代をリードする確かな理念と自信
がうかがえる。
業界への思いを語る松葉社長の言葉は、常にハ

イクオリティーな製品を送りだしてきた全社員の言
葉でもある。
社員一同、ダイヤモンドよりも硬い結束で、次世代

の宝飾業界を支えて行く熱い思いにさらなる活躍を
期待したい。
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お家訪問

26

ユーザー訪問 渡邉統さん宅（韮崎市）株式会社石友

街中を流れる川沿い
にある住宅地。その中
でひときわ目を引く家が
ある。黄色を基調とし
た明るいツートンの外壁
と洋風の瓦屋根、お洒
落なサイデリングが印象
的な渡邉統さん（４１歳）
宅だ。
「細部にまでこだわり、
図面を２０回以上も書き
直してもらった」という
「シンセ・スマートステー
ジ」は、随所にオリジナ
リティがあふれている。玄関は吹き抜けの開放感
ある空間。リビングダイニングは「家族５人がいつ
も集まる団らんの場所に」と、４１坪というゆとりの
広々設計だ。壁の一面だけに使ったタイル素材は
空気清浄などの効果があり、部屋のアクセントにも
なっている。
１階にはほかに奥様が師範を持っているアート
フラワーの教室用の部屋もある。家族の居住空間
に踏み込まないように、玄関から直接入れる専用

の入口を設け、
独立したスペー
スにしている。
壁の一面をあ
えて造らず、廊
下とつながる

オープンな部屋だ
が、家族のスペー
スが見えることは
ない考え抜かれ
た設計だ。
２階はご夫妻の寝室とお子さん三人の部屋、浴
室と洗面所がある。「着替えをするそれぞれの部屋
が２階にあるので、お風呂も２階の方が便利ですよ
ね」とご主人。
子ども部屋は現在は長女の采さんの部屋１室

と、次女の桃さんと長男の柊くんの２人の部屋１室
になっているが、将来的には桃さんと柊くんの部
屋は仕切れる造り。さらに女の子２人の部屋は、
柊くんの部屋を挟んでいるが、ロフトで行き来で
きるという凝った造りになっている。

また廊下の手すりは、バレリーナ
を目指し頑張っている采さんと桃さ
んのバレエの練習バーに、さらに壁
面は本棚として利用するなど、限ら
れたスペースをうまく活用している。
「営業の西村さんが熱心に要望を
聞き、実現してくれたので、満足の
いく家ができました」と喜ぶご一家。
「家族みんなが自然と集まってくる」
というリビングでは、今日も明るい笑
い声が響いていることだろう。

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
設
計
　
リ
ビ
ン
グ
に
は
い
つ
も
家
族
の
笑
顔
が

高
い
技
術
と
一
貫
し
た
生
産
ラ
イ
ン
で
よ
り
的
確
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
　
山
梨
の
流
行
発
信
基
地

◆ Data ◆

株式会社 石友　山梨県甲府市川田町アリア106
TEL 055（220）1711（代） FAX 055（220）1777
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ときのひと・FACE 人を結ぶ、地域と結ぶ

知ってほしい心の交流スポット

不動産のプロとして

「どんな相談にも乗ってもらえそう
な、頼りがいのある人」―。初めて
会った人は、きっとそんな印象を受
けるに違いないその人は、早野組
開発室の門馬公秀さん。周りの人
まで自然と明るくしてしまう、魅力
的な笑顔と笑い声の持ち主だ。
門馬さんは甲府市愛宕町にある

宅地分譲地「グリーンヒル愛宕」を
担当している。甲府の街を一望で
きる高台にあり、全区画で温泉も楽
しむことができる分譲地。「平均約
１４０坪というゆとりある広さと、平
地では味わえない見事な眺望、豊
富に湧出している温泉が自慢で
す」。開発から携わってきている唯
一の人とあって、この地の魅力を知
り尽くしている。
平成１５年７月の分譲開始から、現

地案内所で訪れるお客さまの対応も
している。「私たちの仕事はお客さま
に夢を売る仕事だと思います。宅地、
住宅の購入は大きな買い物ですか
らね」。そんな夢を壊さずに、実現さ
せるために奔走する毎日。「夢を追い
かけすぎては家を建てることはでき
ません。不動産のプロとして、お客
さまのニーズをしっかりとつかみ、一
日でも早く夢を現実のものにできる
ようお手伝いしています」。

販売後も続く信頼関係

家を購入するのに大事なのは、
実はタイミングだという。土地の購
入から家の建設まで短くても一年近
くかかってしまうもの。その間、気
持ちを維持していくのは大変なこと
で、熱が冷めないうちにテンポよく
進めることが、いい家づくりにつな
がるという。「そのタイミングを逃さ

ずうまく進められるように、住宅ロ
ーンについても相談に乗り、アドバ
イスしています」。
宅地、住宅は販売したら終わりで

はなく、その後のフォローも大切な
仕事だ。「現地事務所には、既に住
んでらっしゃる方が相談に訪れるこ
ともよくあります。いろんな相談が
あり、時には即答できないこともあ
りますが、そんな時はすぐに調べて
連絡しています」。頼りになる担当
者がいることも、安心して暮らすた
めの重要なポイントといえそうだ。
平成２０年までの完売を予定して

いるという「グリーンヒル愛宕」。近く
第三期の分譲も始まり、忙しさは加
速しそうだが、「これからもみなさん
が住みたいなと思う住宅地をどんど
ん供給していきたいですね。グリー
ンヒル愛宕の見事な眺望もぜひ見
にきてください」と門馬さん。そのあ
ふれる笑顔とパワーで、これからも
頼もしい活躍を続けてください。

早野組開発室
グリーンヒル愛宕担当

門馬　公秀さん（田富町）

お客さまの夢の実現に奔走
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「
家
庭
の
味
」

を
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
、
手
軽
に

味
わ
え
る
店
と

い
え
ば
こ
こ
。

シ
ッ
ク
な
色
合

い
を
基
調
に
し

た
店
舗
は
、
落

ち
着
い
た
家
庭

的
な
雰
囲
気
で
、
家
族
連
れ
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
女
性

一
人
の
お
客
さ
ま
に
も
人
気
だ
。

「
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど

台
所
を
預
か
る
人
の
気
持
ち
を
込
め

た
」と
い
う
料
理
は
、健
康
面
も
考
え
、

栄
養
価
の
高
い
も
の
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
組
み
合
わ
せ
た
も
の
ば
か
り
。
定

食
は
三
十
種
類
以
上
も
あ
り
、
ど
れ

も
お
手
ご
ろ
。
特
選
大
戸
屋
ラ
ン
チ

は
五
九
八
円
と
う
れ
し
い
値
段
。
丼

も
の
や
期
間
限
定
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

り
、
多
彩
な
味
わ
い
を
楽
し
め
る
。

酒
類
、
お

つ
ま
み
系

も
そ
ろ
っ
て

い
る
の
で
、

会
社
帰
り

に
ち
ょ
っ
と

一
杯
飲
ん
で
か
ら
ご
飯
を
、
な
ん
て

方
に
も
う
っ
て
つ
け
。
焼
き
物
類
は

す
べ
て
備
長
炭
を
使
用
し
て
い
て
、
中

で
も
炭
焼
き
鶏
の
き
の
こ
ほ
う
れ
ん

草
添
え（
三
八
八
円
）は
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。

十
二
種
類
の
お

弁
当
も
そ
ろ
っ

て
い
て
、
家
庭
の

味
な
ら
で
は
の

飽
き
の
こ
な
い

お
い
し
さ
を
、い

つ
で
も
気
軽
に

味
わ
え
る
の
が

う
れ
し
い
。

豊富な商品が並ぶ
県内最大級の節句人形店

人形の人形の
皇　徳皇　徳

今
年
一
月
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
節
句
人
形
専
門
店
。
県
内

最
大
級
の
百
八
十
坪
の
売
場
に
は
、
色

鮮
や
か
な
武
者
の
ぼ
り
や
鯉
の
ぼ
り
、

華
や
か
な
雛
人
形
の
数
々
が
並
ん
で

い
る
。

驚
く
の
は

な
ん
と
い
っ

て
も
、
そ
の

商
品
量
の
豊

富
さ
と
価

格
。
鯉
の
ぼ

り
は
百
種
類

以
上
、
雛
人

形
は
五
百
種

類
以
上
あ

り
、
メ
ー
カ

ー
か
ら
の
直

接
仕
入
れ
に

よ
り
、
格
安

の
値
段
で
提

供
し
て
い

る
。
作
家
も

の
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
も
の
も

扱
っ
て
い
て
、
雛
人
形
は
着
物
の
生
地

を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
、
お
気
に
入
り
の

ブ
ラ
ン
ド
の
ス
カ
ー
フ
で
、
自
分
だ
け
の

雛
人
形
を
注
文
す
る
人
も
い
る
そ
う
。

人
形
も
小
物
類
も
単
品
で
も
購
入
で

き
る
の
で
、
気

に
入
っ
た
け
ど

高
価
で
手
が
で

な
い
と
い
う
も

の
を
少
し
ず
つ

揃
え
て
い
く
、
な

ん
て
い
う
楽
し
み
方
も
で
き
る
。

五
月
の
節
句
は
も
う
す
ぐ
。「
何
年

も
飾
る
お
祝
い
の
も
の
な
の
で
、
強
度

の
高
い
綾
織
の
生
地
で
、
さ
め
に
く
い

顔
料
を
使
っ
た
も
の
を
選
ぶ
と
い
い
で

す
よ
」と
坂
井
敏
郎
代
表
。
ど
ん
な
予

算
に
も
応
じ
ら
れ
る
幅
広
い
商
品
が

揃
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い

て
み
て
は
。

和
戸
通
り 

甲府バイパス 

中銀 至石和 
ごはん処 
大戸屋 
和戸店 

×月×日
去年は災害が多かった。連続で台風が襲

来したと思ったら、寒くなりかけた頃に中越地
震、年末にはなんとスマトラ沖の巨大地震と津
波である。今年の冬は豪雪も追い討ちをかけ
ている。通り魔的な殺人事件もあるし、不可
解・不条理な殺人事件、果ては歩行中に酔払
い運転に突っ込まれることさえある。「空から隕
石が降ってくるかもしれないし…」とここまでゆ
くとやや被害妄想的であるが、我々はどの程
度の危険を「危険と認識」するのであろう？
我々の「確率」に対する認識は、不安定か

つ愚かである。例えば、交通事故で死亡する
確率を数万～数十万分の一（年間交通事故
死亡者／人口）とすると、狂牛病に罹って死
亡する確率は一億分の一以下となるにもかか
わらず、昨年の狂牛病騒動では焼肉屋さんの
閉店が相次いだ。自動車よりはるかに安全な

飛行機に「怖くて乗れない」人もいる。
我々は「危険（リスク）」を、確率という真実

でなく、感覚的にしか理解できない。鋭い人
もいれば、鈍い人もいるのである。加えてこ
の「感覚的な危険の認識」は、「恐怖」によって
容易に増幅することができる。起こってしまっ
た悲劇を強調し、TVメディア等が反復して
人々の心に恐怖を植え付ければ、容易に操
作が可能である。
凶悪犯罪が増加し、学校も新幹線も「安全

神話」が崩壊したと言われる。確かに犯罪の
手口は巧妙化・複雑化しているが、再考する
必要もあるであろう。「日本が安全でなくなっ
た」のではなく「我々の危険に対する感覚が
増幅されているのではないか？」と。何故な
ら我々の信じていた安全神話は、あくまで
「神話＝有り得ない事」だからである。

某
月
某
日

絶対的な安全ってこの世にあるの？
日本の安全神話は崩壊したか？

バランスのいい家庭の味を
お手ごろ価格で味わえる店

ごはん処ごはん処
大戸屋大戸屋 和戸店和戸店

営業時間 １０:００～２０:００
定 休 日 シーズン中は無休

オフシーズンは要問い合わせ
所 在 地 甲府市中小河原１５９０

ＴＥＬ０５５-２４３-５０３３
FAX０５５-２４３-５０３２

営業時間 １０:００～２３:００
（ラストオーダー２２:３０）

定 休 日 年中無休
所 在 地 甲府市和戸町５５５-１

ＴＥＬ０５５-２３２-０１０８

×月×日
日本の出生率は、非常に低い水準にある。
知り合いの女性によるとその原因は、「女性に
とって子供を産むと社会的に不利だから」だ
そうである。その点について議論しても、フェ
ミニストの彼女には敵いそうもないので、「移
民」という観点から人口問題を切ってみた。
実はアメリカの出生率もさほど高くはないので

あるが、出生率の低下はそれほど問題となって
いない。むしろ問題なのは「富裕層には子供
が少なく、貧困層に子供が多い」という事の方
である。その理由は、人口増加は「移民」によっ
て容易に解決できるからである。ヨーロッパで
も同様であり、経済水準の高い国へ労働人口
の流入という過程を経て移民が発生する。
過去の日本では、他のアジアの地域からの

「移民」が大きな役割を果たした時代もあった。
記紀以前の時代に文化・技術の紹介者「帰化
人」として、明治維新以降欧米に蹂躙された中

国大陸からの避難者・労働人口として等であ
る。しかしながら現在の日本でアジアからの
「移民」による労働人口を当てにすることはで
きない。医療・失業保険といった社会保障制
度がそれを許さないだろうし、まず中国にお
いて経済発展が目覚しく、逆に周辺アジア諸
国から中国へ移住することを考える時代となっ
ている。
世界的にみると日本の社会は未だに閉鎖的

で、民族的にも単一的である。田舎に行くと、
アフリカ系の人は好奇の目にさらされる。しか
しながら20～30年後の日本にとっては、労働
人口の流入は不可欠である。果たしてどの地
域から流入するのであろうか？中近東・アフリ
カは、イスラムに対する無知から不可能かもし
れない。中南米からの還流というのが最も考
えられる線だろうか？

［文：杉村　聡］

出生率の低下がもたらす物
移民大国日本は可能か？

コジマ 

至石和 
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山形一級 
建築事務所 

人形の 
皇徳 

お話は小林店長

落ち着いた店内
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甲斐の細道 道が語る歴史に焦点をあてて往時を偲ぶ

江戸時代の初め設置された五街道
の一つ、「甲州街道」は江戸と甲府を
結ぶ主要道路であった。日本橋を起
点とし、内藤新宿（今の東京新宿）、
八王子、上野原、大月、笹子峠、勝沼、
石和、甲府、韮崎、台ヶ原、中山道下
諏訪宿に至るまでの４５宿、約２２０ｋｍ
の道のりだ。当初は甲州海道、甲府
海道と呼ばれていたが、海を通らない
のに海道ではおかしいとの理由で享
保元年（１７１６）に甲州道中と改められ
た。現在は甲州街道の呼称が一般的
だ。創建のころは重要な軍用路として
の軍事的性格が強かったが、やがて
世情の安定、商品流通の発達に伴い、
その性格はうすれていった。江戸中期
には、信仰・観光を目的とする一般庶
民の旅行も多くなり、特に江戸からは
富士山信仰のための富士講の道とし
て親しまれるようになった。
当街道、甲斐国内における宿場数

は２５、うち大月の宿場密度は高く、下
鳥沢から黒野田までは１２もの宿場が
あった。中には「下鳥沢宿・上鳥沢宿」
のような２宿で１宿分をつとめる合

がっ

宿
しゅく

も
あった。合宿は人馬継ぎ立ての義務
を月の前半は１宿で、後半はもう１宿で
というように半月ずつ交替で行う。今
回はこの合宿の置かれた鳥沢を中心
に周辺の史跡、名勝等を紹介してい
きたい。

鳥沢を歩くとまず目を引かれるのが、

往年の宿場町を思わせる古い家のた
たずまいだ。これらの家は出桁軒裏造
りといって庇

ひさし

が長いのが特徴だ。通風
採光のため屋根が大きくせり出した兜

かぶと

造りの家も見られる。これは養蚕を行
うことを目的に生まれた建築様式で、
当時、宿内の生業が養蚕・機業であ
ったことを物語っている。次いで江
戸・甲府への駄賃稼ぎも、大きな収入
源となっていた。上鳥沢桜屋商店前
バス停横には『明治天皇駐

ちゅう

蹕
ひつ

地』の石
碑が建っている。ここはかつての上鳥
沢本陣（宮家・大名等の宿所）跡だ。
桂川の精進場は、当時の富士講信者
たちが川の水で身を清める禊ぎの場で
あった。現在でも富士講石碑、馬頭観
音などが祀られている。
鳥沢にはいくつかの興味深い説が

ある。鳥沢の地名が西の猿橋と東の
犬目の中間にあたることから十二支に
ちなんで名付けられた（北都留郡誌）
という説、それから、おとぎ話「桃太郎
伝説」の桃太郎が鳥沢で鳥（雉）、犬
目（上野原町）で犬、猿橋で猿を家来
に連れ、鬼の住む岩殿山に向かって
行ったという説。伝説には大月の地名
に一致するものが数多く登場する。山
梨が桃の産地であることからも、桃太
郎がこの地で誕生し、そして活躍した
といっても不思議ではない。昔は犬目、

鳥沢、猿橋付近を桃太郎街道とも呼
んだそうだ。

写真のこんもりとした塚、これは犬目
（上野原町）にある恋塚の一里塚であ
る。日本橋から２１番目２１里の地点にあ
たる。一里塚は旅行者が歩いた距離
を知る目安、また飛脚の賃金目安とし
て置かれたものだ。昔は松の木もあり、
暑い時は一休みの木陰に、俄雨には
雨宿りの場として使われていた。疲れ
た旅人の心身を癒す憩いの場であっ
た。本県の中でも最もよく原形を残す
ものとして、県指定史跡となっている。

鳥沢隣り、当街道２４宿目にあたる猿
橋には、日本三奇橋の一つ、「猿橋」が
ある。橋脚を使わず、両岸の崖から張
り出したはね木によって支えられてい
る珍しい構造が奇橋といわれるゆえん
だ。橋と桂川、そして周囲の自然が見
事に溶け合い、風光明媚ともいえる世
界を作り出している。この地を一目見
ようと、古くから数々の文人墨客、才
人達が訪れ、様々な足跡と作品を残
した。松尾芭蕉は句を吟じ、安藤広
重は「甲陽猿橋の図」を描いた。今で
も広重の絵に思いを馳せ、初夏の夜、
月を観賞する観月会が催されたりして
いる。 （写真：若林賢明）

甲州街道鳥沢宿

〈ロードのページ〉

恋塚の一里塚

桃太郎も通った道 
─甲州街道　鳥沢宿─ 

─下鳥沢宿・上鳥沢宿─

─恋塚の一里塚─

─日本三奇橋　猿橋─


